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ニア 地方 に ある 氷河 群 の ひと つ 。 夏 の 時 期 | 
7) 中 拓本 周 刀 [ 蛋 上 =* ニ の が * テー mlm 中 > Yu \= | 
呈 ーー アー は 直 音 を 立て る 水 河 の 月 落 が 見 られ る チ 視 秘 的 な 奇岩 磁 が 連なる 絶景 マヤ の 最 言 視 ク クル カン の 神 典 | 
世界 - 彰 糧 し た 砂 漢 ャ ンス が あり ます 。 [ 対象 コー ス ぁ P.47 | a ーー | | 
9 [ ビデ いす K 。 ' 
アタ カマ 砂漠 1 隊 イン ド が 誇る 奇跡 の 世界 電導 ME cs TE RE | 
『 コ リ 
ーー ュー テー eS が エロ ー ラ 石 詳 em ギリ シア 北西 部 に 位置 する 礎 当 群 。 頂 マヤ 文明 を 代表 する 古代 遺 | 「 
本 高 約 2.000m、 フ アタ カマ 砂漠 に は 過酷 だ か ら こ っ 上 に は 修道 院 が 建つ てい ます 。9 世 紀 頃 


跡 。 北 面 の 最 下段 に は ククル カ 「 
ン の 彫刻 が 彫 ら れ 、 信 仰 の 対 
象 で あっ た こと が うか が えま す 。 
| 対象 コー ス ぁ P.53 | 


そ 現れ る 美しい 光景 が ありま す 。 世界 で 最も 乾燥 し て い うつ の 異な る 宗教 寺院 が 集まる 世界 的 に も 
る 砂漠 と いわ れ 、 乾燥 し て いる か ら こ その 澄ん だ 空気 が 珍し い 石 交 群 。 工法 も 独特 で 、 石 を 積み 上 
広がっ て いま す 。 み 焼け か ら 夜 を 迎え 、 空 一 面 に 広がる げ る の で は な く 、 巨 大 な 岩 を 掘り 下げ て 人 造 


星々 を お 楽し みく だ さい 。 | | 対象 コー ス ヶ P.49 | られ まし た 。 | 対象 コー スト P.63 | | 
間 主 き ュー ューー ヨ デー ・ ーー ckFK8kb5bk5kK ユ blmlctctciriri 


より 修道 士 が 住み 始め た と いわ れ 、 今 
で も 厳し い 規 律 を 守り な が ら 共 同 生 活 
を 営ん で いま す 。 | 対象 コー ス ま P.43 | 










3 ANA HALLO ToUR =: ANA HALLO TOUR (24 
2 が 





を 2 テコ ど 記 = の 1 















rs 思 

世界 依 産 サ グ ラ ダ ・ フ ァ ミ リア 
1882 年 の 着工 以降 、 1 3 年 上 吹上 終っ た 現在 も 還 第 中 の 
有 ガウ ディ 作品 。 ガウ ディ が 完成 させ た 生 議 の ファ サー ド 」 
と そり 4 本 の 組 が 世界 週 産 と し て 登録 さ 折 いま ます 。 






還 ") = 











マドリ ッ ド で は 
ゆとり の 3 連 泊 。 


通常 1、2 泊 の 設定 が 多い マドリ ッ ド 
IG 二 のみ ルミ で は 3 連 泊 ま す 肖 4 ド 
リッ ド 市 内 観光 の 他 、 マ ドリ ッ ド 近郊 の 
魅力 あふ れる 世界 遺産 の 街 、 セ ゴビ ア 
と トレ ド へ も ご 案内 し ます 。 











選 夫 プラド 美術 館 で は 
【K r ] 時間 の 自由 鑑賞 を 設 

[ スペ イン 王室 の 美術 コレ クシ ヨ ョ 
ン を は じ め 、3 万 点 以 上 の 絵 
画 や 彫刻 を 所 蔵 す る プラ ド 美 
術 館 で は 、 日 本 語 ガ イド に よる 
ご 案内 後 、 自 由 に 美術 館 を お 
| 楽し みい た だ ける よう 自由 鑑 
| 賞 時 間 を 設け まし た 。 


※ 美 術 作品 は 貸し 出し 等 に より 、 ご 
覧 に が れ な い 場 合 が あり ます 。 


Eu 還 EkORELNIEEE1 還 本 本 
『 旧 選 全 。 藤 で イー 必 相 更 全 





(25) ANA HALLO TOUR 


こだわ り と ゆとり の 

スペ イン 王道 の 旅 へ 。 
世界 遺産 の 宝庫 スペ イ ン を 、 高 好 鉄 道 
AVB や 飛行 機 で 効率 よく 光り ます 。 人 気 
の サ グ ラ ダ ・ フ ァ ミ リア や イス ラム 文化 繁 
栄 の 面影 を 残す アル ハン ブラ 宮 典 な ど 世 
界 遺 産 は も ちろ ん 、 ス ペイ ン が 誇る 国営 
テル パラ ドー ル で の 宿泊 も 設定 。 情 熱 の 
スバ 人 計 六 MNA し の くだ さい 。 








WT ッ 


L PJ ロサ 
カル 和 モ う 2 コ BL 


は 


' ゆ と と り 旅 で も う 





| 二 還 も 仁和 、 mm am 財 
。 トー 陸 ーー 
1 rr アンデ アロ * デ * 
 」 ザ 


※ レ ス の は て 


0 坦 








ビー ニュ ま コ 避 
ー ト バス 利用 詳細 DP. 1 3) | 





























] 4 人 0 口 典 パラ ドー ル を こ 用 六 。 


= ュ ] 
刀 [ ] | s ウ 呈 い ア T 
Ln 症 ば すす デア 


三 紀 呈 昌 = 三 寺 当 
バラ ドー ル デ ウ ベ バダ 大 

ウ ベ ダ の 旧 市 街 の 一 画 に 件 む お パラ ドー ル 。 中 世 の 
高貴 な 雰囲気 の 中 、 ゆ つく りお 過ごし くだ さい 





| 6 日 目 : カ / し モナ 詳 ー に ここ 
パラ ドー ル デ カル モナ 用 誠 友 ( ど 
セビリア 郊外 に ある 小さ な 白い 村 カ ル モ ナ 。 その 
村 を 見 下ろ す 丘 の 上 に 建つ 、 ア ラブ の 雰囲気 が 漂 
う パ ラド ー ル で の ひと と き を お 楽し みく だ さい 。 


人 気 の サ グラ ダ ・ 
ファ ミリ ア は 塔 の 人 堂 頂 
二 M で で に 系 











| 3 日 目 : マドリ ッ ド ] 


マドリ ッ ド 市 内 に ある タ 
ブラ オ の 中 で も 最高 の ダ 
ン サ ー を 集め た 、 市 内 随 
ー の 考 舗 タブ ラオ 「 コ ラ 
リリ ロン | 
で 、 フ ラメ ンコ ショ ー 鑑 賞 
| を ご 用 意 し ます 。 買 の 高 
い フ ラメ ンコ ショ ー を お 
2 し ZS も u 








度 」 特 則 詳し RT0l| 





ez 芋 
プレ ミア ム エ コ ノミ ー 



































| 2 昌 s | 子 朋 の 丸焼き | STP 
セゴビア の 名 物 料理 、 子 懇 の 丸焼き タ 食 は 、 スペ イン で は 絶対 に 欠か せ 
は 皮 は 香ばし く 、 肉 は お 皿 で 切り 分 け な い 名 物 料理 パエリア を ご 用 意 。2 
られ る ほど 柔らか く ジ ュー シー で す 。 種類 の 味 を お 楽し みく だ さい 

※ 料 理 は 切り 分 け て 提供 され ます 。 


出発 日 と 旅行 代金 (大 人 お 一人 様 ノ 2 名 様 ] 部屋 利用 ン 単 位 円 ) 
旅行 代金 は 燃油 サー チャ ー ジ を 含み ます 。 (P_ 71 参照) 





小 6 名 様 よ り 出発 保証 日 


























出生 ラス | 現 6 ホ テル か ら 
ビジ ネス クラ ス | プレミアム エ コ ゴ / ミ ー| 参加 プラ ン 

10 月 | 25| 989,.000 | 869.000 | 619,.000 
11 月 |15w| 959.000 ag19.000 579.000 
害 -829: 000 | 819.000 | 579.000 

2 月 [|20%| 969,000 869,000 | 619,000 
= _1.019.000 | 869,.000 629.000 
_2 月 陣 4W| 969,.000 | 869.000 ] 619,000 

_3 月 | 四 80| 1 019.000 | 899,000 619.000 
4 月 1.059.000 | 809.000 00 | 23809 








町 8 誠 | 989: 989.000 | 809.000 | 619,000 
の 1.059,.000 | 809,.000 | 649,000 
5 月 | 2w| 1,109,000 | 869.000 699.000 


_869,000 孔 





該当 の 追加 代金 ・ 割 引 代金 を 上 記 旅行 代金 に 、 一 律 加算 また は 減算 し て くだ さい 。 
EE ST ま 生 虹 S> 1 3 5 昌 0 

追加 代 多 | 
(下記 出発 日 を 除く ) 86,000 









(ーー ーーーーー ーー ーー ーーーー ーーーーーーー*= 


_ 早 割 120 | 早 割 90 | 

/ ラフ | ー30。, 000 | -20, 000 | ー10.000 | 
1 プ ! ー-15.000 | -10,000 | -5,000 | 
画 最 催行 人 員 : 10 名 (目印 の 出発 日 は 6 名 ) 陣 浅 地 員 : 羽田 発 よ り 羽 
田 着 まで 添乗 員 が 同行 いた し ます 。 玉 食 事 : 朝 8、 昼 5、 タ 6 ※| 聞 : 機 内 食 
は 食事 の 回 数 に 含ま れ て いま せん 。 玉 利 用 ホテ ル ノ [1-3 日 目 ] マ ドリ ッ 
ド : ホテ ル グラ ン メリ ア パラ シオ デ ロス デュ ケス (A+ クラ ス ) [4 日 
目 ] ウ ベ ダ : パラ ドー ル デ ウ ベ ダ (A ク ラス ) [5 日 目 ] グラ ナダ : ナ サリ 
エス ビジ ネス & ス パ (S ク ラス ) [6 日 目 】]① セ ビリ ア : グ ラン メリ ア コロ 
ン (S+ キ クラ ス ) ② カ ル モ ナ : パラ ドー ル デ カル モナ (A ク ラス ) [7・8 
日 目 ] バル セロ ナ : ルネ ッ サ ンス バル セロ ナ ホテ ル (エグ ゼクティ ブル ー ム ) 
(S+ キ クラス ) 





= エー ュー 








| マー ク に つい て =ANA 機 りー 飛行 機 49= バ パス <9=AVE 
@ ニ = 入場 〇 = 下車 〇 = 車窓 還 歩 :O ノ 路 :O ノ 階 :O ノ 急坂 (P 14 参 照 ) 
還 ホ テル クラ ス 表 示 :"BA・S・SS" ニ クラ ス 評 価 ノ "立地 評価 (P.1 6 参照) 











| ヨコ ー ス で は 最多 で 3 ヶ所 の 土産 物 店 に ご 案内 し ます 。 


コー ス に 聞 す る ご 注意 
前 方 席 の 確約 は で きま せん 。 横 また は 後 
ろ の 席 と な り 、 舞 台 が 見 え に く い 場合 ご ざい ます 。 あらかじめ ご 了承 くだ さい 。 ま 
た 、10/25 出 発 は コラ ー ル ・ デ ・ ラ ・ モ レ リ ア が 貸切 イベ ント の た め 、" カ フェ ・ デ ・ 
チ ニ ー タ ス " に ご 案内 いた し ます 。 ] 2/20 出 発 は レス トラ ン が 休業 の た め ホ ホ 
テル 内 レス トラ ン で コー ス メ ニ ュー を ご 用 意 し ます 。 選 べ る メニ ュー の 提供 は ご ざい 
ませ ん 。 12/26、4/25 出 発 7 日 目 セ ビリ ア 観 光 は カテ ドラ ル が 休館 の た 
め 代 わり に 1 2/26 出 発 は ピラ ト の 家 へ 、4/25 出 発 は アル カサ ル へ ご 案内 し ます 。 
12/26 出 発 は 予定 の レス トラ ン が 休業 の た め 別 の レス トラ ン に ご 案内 と な 
り 、 選 べ る メニ ュー 〈 主 〉 の 提供 と なり ます 。 ま た 、 お 客 様 ご と の お 席 が ご 用 意 で き 
ませ ん 。 生誕 の 門 ま た は 受難 の 門 い ずれ か の 塔 の 合 頂 と な り ま す 。 天候 や 
工事 な どの 理由 に より エレ ベー ター が 停止 し て いる 場合 は 登頂 で きま せん 。 そ の 場 
合 は 、 代 わり に サン パウ 病院 の 下車 観光 と ホテ ル で ドリ ンク 1 杯 を 提供 いた し ます 。 


| お 申し 込み 前 に P.69- ー78 の 「 コ ー ス に 関す る ご 注意 」 お よび | 


















ーー 


いさ みう >) 


深夜 
ホテ ル 着 





ホテ ル 発 


09:00 


19:00 
ホテ ル 着 


目 | ホテ ル 発 
08:30 





17:30 
ホテ ル 着 
ホテ ル 発 
11:00 





08:45 午 








= ュー ニー ニー 





| 午前 スペ イン の 高速 鉄道 AVE (プリ ファ レン テク ラス 1 等 ) に て 










①⑪ 
@09:00 午前 セビリア 市 内 守 光 介 還 請 カテ ドラ ル 

















| 羽田 着 (15:45~-ー16:30) 着 後 、 解 散 





| [ | 
を 還 | 
“ [ | 
1 


全国 各地 か ら ANA 国 内 線 は で ご 参加 に な れ ま す 。 (※P.7・8 参 照 ) 


合計 用 P/) 二 馬 一 月 」 “ 


9 和 | り - ( 約 15 時 間 05 分 ) 泊 
マドリ ッ ド 着 着 後 、 ホ テル ヘ マドリ ッ ド 泊 用 レ | 


午前 セゴビア へ (mm 約 1 時 間 30 分 / 約 90km) 
品 静 要 セ ゴビ ピア 市 内 観光 〇 ⑥ ロ ー マ 水 道 橋 、 
⑥ カ テ ド ラル 、 氏 ア ルカ サル 、 〇 マヨ ー ル 広場 
午後 昼食 は セ ゴ ピ ア 名 物 子 朋 の 丸焼き を お 楽し みく だ さい 
マドリ ッ ド へ (Ws8 約 1 時 間 30 分 / 約 90km) 
マドリ ッ ド 市 内 観光 
@ プ ラド 美術 館 、@ ス ペイ ン 広 場 、 ひ グラ ン ビ ア 了 ア 通 り 
































夜 食 は スペ イン 名 物 2 種 の パエリア を ご 用 意 
ノ 路 :D ノ 階 : 有 ノ 急 坂 マドリ ッ ド 泊 輔 | 且 唱 比 上 | 


告 前 トレ ド へ (59 約 1 時 間 15 分 / 約 75km) | 
【p 要 本 トレ ド 市 内 観光 

⑯ カ テ ド ラル 、 葛 サ ント ・ ト メ 教 会 、⑥ 

マドリ ッ ド へ ( 編 5 約 1 時 間 1 275 

午後 自由 行動 | 」 

夜 考 舗 タ ブラ オ 「 コ ラー ル ・ デ ・ ラ ・ モ レ リ ア 」 | 

に て 夕食 と 、 フ ラメ ンコ ショ ー を お 楽し みく だ さい 。 

ノ 路 :D ノ 障 : 有 急坂 マドリ ッ ド 泊 較 レ | 時 


展望 台 | 




















コル ド バ へ (q 約 1 時 間 50 分 ) 
午後 語 較 コル ドル 市 内 観光 全 メ スキ ー タ 、⑥ 花 の 小径 、⑥ ユ ダ ヤ 人 街 
昼食 は コル ド バ 名 物 オ ックス テー ル シ チ ュー を ご 用 意 
ウ ベ ダ へ (59 約 2 時 間 / 約 150km) 
本 日 は 国営 ホテ ル パ ラ ドー ル デ ウ ベ ダ に ご 宿泊 








夜 タ 食 は パラ ドー ル 肉 レス トラ ン に て ご 用 意 
ノ 路 :C ノ 階 : 有 ウ ベ ダ 泊 凍 | 屋 |[ タ | 


午前 グラ ナダ へ (Ws5 約 2 時 間 / 約 150km) 
午後 昼食 は グラ ナダ の パラ ドー ル 内 レス トラ ン で ご 用 意 














も 
呈 アル ハン ブラ 宮殿 、 人 @[ 記 時 必 へ ネ ラ リー フェ 庭園 
夜 クラ イト 2 し た ミア ル ハ ン ブ ブラ 宮 陸 を 時 お レス トラ ン 





- ー( 主 ) 2 用 意 詳し は っ P.1 
-B ノ 中 D ノ 階 : 有 急坂 グラ ナダ 泊 開 看 還 m 


ホテ ル 発 | 午前 ロン ダ 人 (mmss 約 3 時 間 15 分 / 約 180km) 


後 昼食 は ロン ダ の パラ ドー ル 内 レス トラ ン で ご 用 意 
ロン ダ 市 内 観光 〇 ヌメ エボ 橋 、⑥ 闘 牛 場 

セテ ニル ・ デ ・ ラ ス ・ ボ デ ガ ス へ (店 員 約 4 5 分 / 約 20km) 

洞窟 住居 の 白い 村 セ テニ ル ・ デ ・ ラ ス ・ ボ ポ デ ガス の 散策 





カル モナ へ (gm 約 2 時 間 
15 分 / 約 120km) 
本 日 は 国営 ホテ ル バ パラ ドー 
ル デ カル モナ に ご 宿泊 
/ 韻 (/ 骨 久 歳 加 モ 7 較 | 恒 | | 


午前 PU7A (mm 級 5 約 35km) 





セビリア へ (5 約 2 時 
間 25 分 / 約 120km) 





/ 監 C/ 証 六 租 世 り 7 | 





、 形 ヒ ラル 較 
ダ の 塔 、 ざ ⑨ ス ペイ ン 広 場 、@ サ ンタ クル ス 地 区 
午後 iP 空港 へ セビリア 導 - バル セロ ナ ( 約 1 時 間 30 分 ) 
到着 後 、 ホ テル へ 
夜 ッ 信 は ほ る 5X ニ 


コー( 削 ・ 『 主 ・ 


gz 選 】 を | 
| 1 


ノ 路 :C ノ 階 : 有 バル セロ ナ 泊 隔 較 | 周 タ | 園 
」 庄 


午前 皿 店 アン トニ ・ ・ ガ ウデ ィ の 作品 群 を 巡る バル セロ ナ 市 内 観光 
@ リ クラ グ - ・ フ ァ ミ リア ( 塔 の 登頂 観光 付 さ ) 、 供 グ 























ン 路 :D ン 階 : 有 バル セロ ナ 泊 較 | レ レノ 





機内 泊 靖 | レ ] | 朋 


ビジ ネス クラ スプ レミ アム エコ ノミ ー 利 用 





10.570 貴 


ANA HALLO TOUR (②6) 


サン ・ セ バス チャ ン コン チャ 洛 
ィ ッ デズ の 国電 近く 、!「 ビ スウ 

ど 衝 され れる 、 美 貸 の 街 。 
も 徒歩 間 内 の 高 計 計 


加 の ) 真珠 」 
バル の 集まる 旧 市 笛 


、 ーー サン ・ セ バス チャ ン で は 立地 と 
St こわ っ た ホテ ル に 2 2: 














100 年 の 歴史 を 誇る エレ ガン ト な 委 較 気 が 落 カ の ホテ ル 。 バル が 多く 集 


まる 昌 市 街 に 近く 、 パ ル 巡 りや 市 内 散策 を お 楽し みい た だ け ま す 。 











レー FT し 邊 1 ーー 
』 』] EH すす J ラド ミュ ーー ル ( ( 海上 有用 の D 音 1 司 | に 1 韻 3 日 ( 革 : 月 





パラ ドー ル テ オン ダリ ビア ( 海 側 の 部 屋 ) ~ 
10 世 紀 の 古 城 を 改装 し た パラ ドー ル 。 中世 の 装 飾品 や エレ ガン ト な 客室 、 そ 
し て フラ ンス 側 の 海岸 を 望む お 景色 な ど 、 魅 力 あ ふれ る パラ ドー ル で の 滞在 を 
お 楽し みく だ さい 





客室 『 一 前) | 


(27 ANA HALLO TOUR 


連 泊 。 


で ek FVJ 欄 当 






] 
| 羽田 発 着 ロ Eim 





「 マ ルケ ス デ リス カル 」 

世界 的 に も 評価 の 高い スペ イン 北部 で 造ら れ 
る リオ ハワイ ン 。 こ の リオ ハ で 最も 古く か ら ワ 
イン を 造っ て いる ワイ ナリ ー へ ご 案内 し ます 。 









フラ ンス を 代表 する ワイ ン の 生産 
地 、 ボ ルド ー の 中 で も 高級 ワイ ン を 
多く 生産 し て いま す 。 気 候 と 土壌 に | 
めぐ まれ た メド ッ ク 地 区 で 造ら れる 
ワイ ン を ご 堪能 くだ さい 


独 目 の 文化 と 美食 の 地 
バス ク 地 方 と ワイ ン の 旅 
スペ イ ン と フラ ンス の 国境 に 位置 する 
バス ク 地 方 は 、 独 自 の 文化 と 伝統 が 
守ら れ 、 の ん びり し た 雰囲気 が 心地 


よい 場所 。 海 と 山の幸 に 恵まれ 、 美 食 
の 地 と し て も 知ら れ て いま す 。 美 食 の 
街 で の お 食事 と スペ イン 、 フ ラン ス 
それ ぞ れ の ワイ ン 名 産地 で ワイ ン の 
試飲 を お 楽し みく だ さい 。 


ゆとり 旅 で も う - 


IN カド 」 また は 定 は で きま せん 。 








(。 詳細 1 








バス ク 地 方 の 地酒 チャ コリ の ワイ ナリ ー ヘ へ ご 
案内 し ます 。 バス ク 地 方 以外 で は ほとん ど 
出回ら な い 、 フ レッ シュ な 往 発 泡 の ワイ ン を 
お 楽し みく だ さい 。 








朋 ワイ ン 産 地 と し て 初め て 
世界 遺産 に 登録 され た 
ポル ドー ワイ ン の 産地 。 
無数 の シャ トー が 立ち 並 


ぶ 中 世 の 面 影 を 残す 景 
観 が 見 られ ます 。 
上 - 記 会 | 
ES や Ss 








け イ ナ 昌 一連 童 所 由 【 イ 








「 コ コチ ャ 」 

の エリ 記 】 旧 人 贅 林 2 が 有朋 
す 伝 統 的 な バスク 料理 を ベー ス に 
新しい テク ニッ ク を 取り 入れ た 新 
バス ク 料 理 を ご 堪能 くだ さい 。 


| 0 _ 6 日 ヨ 夕 食 : ポル ドー | 
「 ル パ ビ リ ョ ヨン デ ブル ヴァ ー ル 」 
ミ シ ョ ラン 時 仙 さ LCRI ウ レラ レノス WC 
最も 強い 影響 力 を 持つ レス トラ ン 
ガイ ド " ゴ ー・ ミ ョ ー" で も 評判 の 
高い レス トラ ン で の お 食事 を お 楽 
し みく だ さい 。 











旅行 代金 は 燃油 サー チャ ー ジ を 含み ます 。 (P.7 1 参照 ) 
三 6 名 様 より 出発 保証 日 









| 現地 ホテ ル か ら 
参加 プラ ツン 
衣 79.000 


ーー ーー ーーー ニーーーー = 


_ 909,000 | 6 
_ 879,000 





659,000 
ez9,000_ 


ーーーーーーーー 一 


639.000 


729.000 


889,000 
_939.000 | 


























追加 代 人 Te (お 一 人 様 プ 単 位 : 円 ) 





該当 の 追加 代金 ・ 割 引 代金 を 上 記 旅 行 代金 に 、 一 律 加算 また は 減 邊 し て くだ さい 。 
追加 代金 


(下記 出発 日 を 除く ) _ 86,000 
ー 人 部 屋 追加 代 金 1 2/28、4/26、5/3 出 発 。  " 170.000| 


重 引 代 ※P.10・ jp 


ビジ ネス クラ ス ー6ooo ー20.000 証 Fe 
プレ ミ ァ ム エコ ノミ ー | -15,000 | -10,000 | -5,000 


圏 最少 催行 人 員 :10 名 (回 印 の 出発 日 は 6 名 ) 

軒 添 乗員 : 羽田 発 よ り 羽 田 着 ま で 添乗 員 が 同行 いた し ます 。 

圏 食事 : 朝 7、 昼 5、 夕 3 | 後 : 機内 食 は 食事 の 回 数 に 含ま れ て いま せん 。 
賠 利 用 ホテ ルン ノ [1・2 日 目 ] ビル バ オ : ホテ ル エル シリ ャ ロペ ス デハ 








ロ (S ク ラス ) [3・4 日 目 ] サン ・ セ パス チャ ン : ホテ ル マリ ア クリ ステ 
ィ ー ナ (SS+ ク ラス ) [5 日 目 ] オ ンダ リビア : パラ ドー ル デ オン ダリ 
ビア ( 海 側 の 部 屋 ) (A+ クラ ス ) [6・7 日 目 ] ポル ドー : イ ンタ 


ー コ ンチ ネン タル ポル ドー ル グラ ン ホテ ル (S+ ク ラス ) 
MI 


マー ク に つい て -=ANA 機 サー= 飛 行 機 = バス 
@= 入 場 〇 = 下車 〇 = 車窓 罰 歩 :O ノ 路 : 〇 ノ 階 : 〇 ノ 急 坂 (P.14 参 照 
画 ホ テル クラ ス 表示 :"B・A・S・SS" ニ クラ ス 評 価 /""= 立 地 評価 (P.1 6 参照) 









当 コ ー ス で は 、 土 産物 店 へ の ご 案内 は あり ませ ん 。 | 
コー ス に 関す る ご 注意 


「 海 側 の 部 屋 」 と は 客室 か ら 海 の 一 部 が 見 える 部 屋 に な り ま 
す 。 和 全景 が 見 える と は 限り ませ ん 。 12/28 出 発 は 3 日 目 チ ャ コリ ワ 
イナ リー が 休業 の た め 、 2 日 目 と 3 日 目 の 日 程 を 入れ 替え て ご 案内 し ます 。 
4/1 2 出発 は イー スタ ー 期 間 で チャ コリ ワイ ナリ ー が 休業 の た め 、 代 
わり に シー ドル (リン ゴ 酒 ) の 醸造 所 に ご 案内 し ます 。 12/28 出 発 
は 5 日 目 が 元 日 で 市 場 が 0 閉まっ て いる た め 選 べ る メニ ュー 〈 主 ) と ガト ー 
パス ク の ご 用 意 が で きま せん 。 12/28 出 発 は 5 日 目 が 元 日 で 市 場 
が 閉まっ て いる た め 、 選 べ る メニ ュー(〈 主 〉 と お 客 様 ご と の お 席 の ご 用 意 が 
で き 語 本 5 


別途 、 お 申込 み 取扱 旅 * 


| 一 重 P3 | [志田 空 港 旅 容 サ ービス 施設 使用 料 」 お よび 「 現 地 空 洪 議 科 」 






謀 ニ ティ ー マ の GSWG[ 耐 


行 会 社 に て お 支払 いく だ さい 。 (詳し く は P.7 1 





お 申し 込み 前 に P.69 こ 78 の 「 コ ー ス に 関す る ご 注意 」 お よび 「 旅 の ご 案内 と ご 注意 」 を 必ず ご 覧 くだ さい 。 


全国 各地 か ら ANA 国 内 線 は 


で ご 参加 に な れ ま す 。 (※P.7・8 参 照 ) 


羽田 発 ANA 便 (11 :25-12:40) 
欧州 内 乗り 継ぎ | ゆー- ( 約 14 時 間 30 分 ) 












1 深夜 








ホテ ル 着 ビル バ オ 着 着 後 、 ホ テル へ 。 ビル バ ォ 汽 剛 層 
ホテ ル 発 | 午前 スペ イン 随 一 の ワイ ン 生 産地 、 リ オハ 地方 人 


( 串 誰 約 1 時 間 30 分 / 約 125km) 
スペ イン 名 産 リ オハ ワイ ン の ワイ ナリ ー 

ウ 「 マ ルケ ス デ リス カル 」 で の 試飲 を お 楽し みく だ さい 
ビ ト リア へ (mm 約 1 時 間 / 約 50km) 


hh ーー 
1 = に 
| = 
L 人 mwmmwmwmwwーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーwーーwーwーwーwーwーーーwーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー エ 


1g:30 | 午後 ビル バ オ へ ( 品 員 約 1 時 間 / 約 65km) 
ホテ ル 着 ノ 牙 :C ノ 階 : 有 有 ン 急坂 ビル パオ 泊 国司 時 


パテ ル 発 | 午前 ビル バ オ 市 内 観光 〇 サン ・ ア ント ン 教 会 、 〇 旧 市 街 
隊 ②⑨ グ ッ ゲ ン ハ イム 美術 館 、 〇 一 宮司 ビス カヤ 橋 

ゲタ リア へ (mm 約 90km) 

途中 、 バ スク 地方 の 地価 チャ コリ の ワイ ナリ ー 見 学 と 試飲 人 ご 素 内 
午後 昼食 は ゲタ リア 名 物 新鮮 な 魚の 説 火 焼き を ご 用 意 











NN 


サン ・ セ バス チャ ン へ (mm5 約 40 分 / 約 26km) 





夜 夕食 は ミシュラン 墨 付き レス トラ ン 「 コ コチ ャ 」 に て ご 用 意 
3 ノ 夏 :C ン 階 : 有 サン ・ セ バス チャ ン 泊 剛司 | | タ | 園 
午前 サン ・ セ パス チャ ン 市 内 観光 「 ビ スケ ー 湾 の 真珠 」 と 称 さ 園 


れる コン チャ 湾 を 望 お の ⑦ モ ン テ ・ イ ゲル ド の 展望 台 、 〇 ミラ 
マー ル 宮 殿 ( 疑 園 の み ) 、 の サン タ ・ マリ ア 教 会 、⑤ 上 旧 市 街 


17:30 
ホテ ル 着 






ノ 路 :D ン 階 : 有 ノノ 急坂 サン ・ - セ バス チャ ン 泊 園 軌 | 較 | 


午前 国境 を 越え 、 サ ン ・ ジ ャ ン ・ ド ・ リ ュ ズ へ (8 約 1 時 間 / 約 34km) 

UP 14 世 が 結婚 式 を 挙げ た 教会 
人 @ け ン ・ 4 バテ ィ ス ト 教 会 

午後 昼食 は 記 EE 予 sm を 4 と デザ ー ト に パス ク 名 物 
エス プレ ッ ト 村 へ (gg 約 40 分 / 約 24km) 
フレ ンチ ・ パ スク 、 ピ レネ ー の 林 に ある 、 唐 辛子 で 有名 な 
エス プレ ッ ト 村 の 散策 
オン ダリ ビア へ (ms 約 1 時 間 / 約 43km/ 
本 日 は 、 1 0 世紀 の 古城 を 改装 し た パラ ドー ル テ テ オン ダリ ビア に ご 宿泊 





メニ ュ - 


FULLW IL 





な 夜 夕食 は EE2=E 計 を 志 を EEE ( 注 5) で 
吊 呈 | 16:30 ご 用 意 詳し 
ホテ ル 着 





ノ 路 : D ノ 隊 : 有 ノ 急坂 オン ダリ ビア 泊 | 開 國 [ 多 


H 


| 午前 ボル ドー ワイ ン の 名 産地 国富 財 サン ・ ・ テ ミリ オン へ 

(mass 約 3 時 間 30 分 / 約 280km) 
午後 昼食 は ワイ ナリ ー レ スト ラン に て ワイ ン の 試飲 と お 食事 を 
| お 楽し みく だ さい 。 


障 昌 ホテ ル 発 
08:30 








| B 
ボル ドー へ (gs 約 1 時 間 / 約 45km) 
加 下 本 ポル ドー 市 内 観光 
⑱ サ ン ・ タ ンド レ 大 聖堂 、 3 
| 夜 タ 食 は ミシュ ラン 星 付き レス トラ 
「 ル パピ ビリ ョ ン ・ デ ・ ・ ブ ル ヴ ァ ー ル 」 に て ご 用 意 | 
ホテ ル 着 ノ 路 :C ン 階 : 有 急坂 ボル ドー 泊 半 | 較 |[ タ | | 
| | 午前 ボル ドー ワイ ン 名 産地 の ひと つ 、 の 


FI に で 








wl 






































14:00- | | | 
自由 行動 ・ 「 四 -。 ' し た | 
ノ 路 :D ン 隙 : 有 急坂 ボル ドー 泊 レ | 員 
出発 まで 自由 行動 。 
午後 ボル ドー 発 計 -| 隙 州 内 乗り 継ぎ |ANA 便 当 - 
( 約 13 時 間 15 分 ) 機内 泊 開 レ | 朋 | 


羽田 着 (15:45-16:30) 着 後 、 解 散 





・75・76 を ご 覧 くだ さい ) 


| ビジ ネス クラ ス 利 用 
合計 金額 


17,180 ロ 


プレ ミア ム エ コ ノミ ー 利 用 





ANA HALLO TOUR 


全国 各地 か ら で ご 参加 に な れ ま す 。 (※P.7・8 参 照 ) 


1 ) 証人 
協 れ の リビエラ 洛中 と ヒジ ネス クラ フス 3053 民 往 国 2 計 | ' 
城 倖 都 市 へ の 旅 。 “ プレ ミア ム エ コ ノミ ー、 8053 ー デー 











( 羽田 発 ANA 便 (1 1 : 25~12:40) 叶 -「 玖 州 内 乗り 継ぎ | 間 
旅 は スペ イン の バル セロ ナ か ら 始 まり 、 フ Na - 』 が ( 約 14 時 間 20 分 ) バル セロ ナ 着 着 後 、 ホ テル ヘ a 
ラン ス の カル カッ ソン ヌメ 、 南 付 プ ロ ヴ ァ ン ス マー ョ | | ga | | | 
を 通り 地中海 の 高級 リゾ ー ト 地 モ ナコ まで 日 目 司 久 | デュ ラン | | ホテ ル 着 バル セロ ナ 泊 隊 











[ 族 認 衣 アン トニ ー・ ガ ウデ ィ と リュ イス ・ ・ ド メ ネ ク ・ イ ・ 
モン タネ ー ル の 作品 知 を 巡る パル セロ ナ 市 内 観光 








続き ます 。 芸 術 家 ゆか り の 地 や 美術 館 を 光 間 記 se 目 | 剛 上 、、 サル ドー ル ダリ の 御用 轄 だ っ た ホテ ル 発 | 午前 

























































































































































NDS ] 了 2 1 | 。 間 こま 人 上 = NO Qo 
り 、 粗 塞 都市 カル カッ ソン ヌ の 城壁 内 の ポ 護 て 2 3 0 < 4 四 サ グラ タ ファ ミリ ア (の 9 
テル や 憎 れ の リゾ ー ド 、 モ ナコ に 宿泊 し Jl 遇 ii 
1 ! 『 本 『 時 半幅 講 ( = EBM 1 ・ に 、 ルミ ン か 選 こ 3 理 | 過 産 AM 産 
に 基 ) 主 汗 ャ EM 較 | いい 間 還 和 MNO コバ MMAAGAAO Me | | 3 日 目 夕食 | ラン バル バカ ー ヌ 1 二 後 人 は る 5 メー 9 5 人 3 ご Bu ま す 。 詳し く は っ P.18 
揚 邊 lg 3 末 上 EE 柱 還 請 菩 日 上 証 本 0 証 較 二 時 還 | レス トラ ン で の お 食事 $ お 素 し みく だ さい 。 本 6 3 17:00 @ 四 静 還 カタ ルー ニャ 音楽 党 
人 <020 入 沙 及 1 半 記 還 間 還 上 晶 陸 洋 人 間 8 還 昌 oe 還 > 1】 の はり ホテ ル 着 ン 路 :C ン 階 有 パル ゼロ ナ 泊 半 国 レ ] 
ROD 0 生 日 に IS: 1 上 ド ほ : 間 ホ 出生 隊 29308 昌 吉 = プ ウ レネ ュ ユエ ウス デン ィ プ ブウ ヴ テ ンス 前 HL 計 と 料 調 高い ー - ー 
ke に | 8 9 。 っ も 2 に ホテ ル 先 | 午前 フィ ゲラ ス へ (5 約 2 時 間 / 約 140km) 
MONIUG 当 陣 MD ーー si ST 2 基 うい 生 ' の 7 ル バ ド ー ル ・ ダ 0 委 
"時 大 1 、 人 午後 昼食 は ダリ が 通っ た と し て 知ら れる 「 デ ュ ラ ン 」 へ ご 案内 し ます 。 
り | t 才 本 語 | e 昌 | ル ・ ヴ ィ ス タマ ー ル スペ イン と フラ ンス の 国境 @ コ リウ ー ル (港町 ) に 立ち 寄り ます 。 
btn ナ 克 打 | ょ ' 】 WE ER 国境 を 越え て フラ ンス の 城 比 都 市 カル カッ ソン ヌメ ヘ へ 
」 ML ミシュ ラン 星 付 き レ スト ラン 。 新 詳 (ga 約 2 時 間 30 分 / 約 169km) 
= II 4 記 示 材 を 生か し た シェ エフ の お すす め 3 本 日 は 域 壁 内 の 5 つ 星 ホテ ル 
ゆとり 旅 で も う - 度 」 特 則 語 <gpo| 間 5 剛 料理 を お 楽し みく だ さい 「 ホ テル ドゥ ラ シテ カル カッ ソン ヌ 」 に ご 
に リ 碑 で も う EL 詳し で は PT10 に [ 5 ! 六 2 | 
世界 遺産 カル カッ ソン ヌ | [上 目 : 久 ミンチ カル ロ 『 レ スト ラン フフ ーー の w EZ 
ツリ リ ルツ 撤 大 赴 欄 の 城 玩 都 市 。 フ ラッ リス で は [カル と 世界 の セレ ブリ ティ を 魅了 し 続け る 、 伝 統 的 * タ 食 は ミシュ に シュ ラン 星 付 レス トラ ン 「 ラ ・ ・ バ ル バ カ ー ヌ . ー ヌ 」 に て 
女 兄 ず し て 和 ぬ な が か れ 」 と 言い 枝 え られ て Pe な 日 本 料理 と 南米 産 の スパ イス や 風味 が 融 ーーー Fm ーー ラー ぁ 17:30 ご 用 意 
お り 、 古 代 ロ ー マ 時 代 の 美しい 次 が 残さ れ て いま | 合 し た 料理 を お 楽し みく だ さい 。 の ACThDESd "IL | 引 ノ 路 :C ン 階 : 有 急坂 6 “ 
PBULPI II 旧 | | ーー= - 誠 午前 CE カル カッ ソ ゾ ンタ 観 光 男 
隊 7UEAC 市 @ コ ンタ ル 城 、@ サ ン ナザール 寺院 了 
参加 プラ ン | 
モナ コ の 革 | 有田 発 成田 着 sma | | _569,000 中 
ユマ ンダ で | 4Soooe 開 4 午 人 昼食 は 名物 カス レ ( 邊 イン ゲン と 肉 の 者 込 み 導電 ) を ご 較 
も 貞和 門 叶 。 展 紫 部 市 昌和 肌 い パソ / 補 = し 〒。 LM / 人 4 se69.000 | 599.000 夫 し さ 泉 の 者 エク ス ・ ア ン ・ プ ロワ ヴァ ンス へ 「 
KM 時間 呈 リ ルー | リガ | / プ 凡 “ 」 り Ji 還 《 合い KA ). [ ヲ (時 = 約 3 時 間 30 分 / 約 28km/ 
am / ノリ 7 アレ ノリ の ハ 」 | 月 (。 し = 7 1 2 月 9 う 5.000 | 829.000 | 569,.000 ラ /W ' 
g 0 0 、 ーー 0 16 989.000 | SS9iD09 | 569,.000 5 17:00 夜 タ 食 は ホテ ル に て EE 家 転 ュー( 4 を 、 用意 
_、 証 計 3 月 589.000 に ll ホテ ル 着 ノ 路 :C ノ 階 : 有 急坂 エク ス ・ ア ン ・ プ ロ ヴ ァ ン ス 泊 開 | 昼 | [| 引 
三 ーー W mw Oo い me ニン ーーー ニー ニー テー ニューー ニ ニン ーー ュー ンー ーー ニーーー 王 ィ マント | \ 且 品 や * 
個人 で は 訪れ に くい バル セロ ナ か ら 南 仏 ブ プロ ヴァ ンス まで 9 セン テウ 7 トリ エ サン ノブ ー ル 大 加 堂 
| カル カッ ソン ヌ の 城壁 内 に ご 宿泊 。 寺 術 家 ゆ か り の 地 や 美術 館 を 巡り ます 。 午後 昼食 は プロ ヴァ ンス 料理 を お 楽し みく だ さい 。 | 
ア 1 タイ ム も ご ーー い 、 本 た 村 本 人 ら アル ル へ (ms 1 時 間 15 分 / 約 75km) 
パ ペ テイ ィ イフ 意 。 パル セロ ナ で は 世界 遺産 の ガウ ディ 建築 の サ グ ラ ダ ・ フ ァ ミ リア と 、 同 じ く 19 世 「 アル ル 市 内 観光 GE 認 還 円 形 闘技 場 、 フ ォ ー ラ ム 広 | 
に 紀 の バ ル セ ロ ナ を 彩っ た モデ ル ニ ス モ 建 築 家 で あり 、 ガ ウデ ィ の 師 、 モ ンタ ネー ル あや トク なー ハ 部 屋 追 加代 主 下記 出 半 日 を 除く 2) ソ ソ S@6,000 | 場 、 〇 三 陳 語 サ ント ロフ ィ ー ム 教会 、④ エ スパ ス ヴ ァ ン ゴ ッ | 
3 2 テル ドッ ョ ジェル AgY の 作品 群 を 巡り ます 。 サ グラ ダ ・ フ ァ ミ リア で は エレ ベー ター で 登頂 する こと が で ーー OB | 
中 世 の 城 岩 都市 カル カッ ソン ヌ の 中 心 に あり 、 城壁 と 一 体 化し た 建築 が 特徴 で す 。 さま す 。 多く の 芸術 家 を 魅了 し た 南仏 プロ ヴァ ンス で は ゴッホ や セザンヌ an ・73 参 照 症 EE ホテ ル 着 | ノ 呈 :D ン 階 : 有 / 意 坂 エフ ス ・ ア ン ・ プ ロ ヴ ァ ン ス 泊 Ua | 


ホテ ル 発 | 午前 ニー ス へ (mm 2 時 間 30 分 / 約 182km) 


城壁 内 に ある た め 、 街 の 散策 に も 便利 。 夜 と 朝 の 雰囲気 を お 楽し みく だ さい 。 ホ テ の ゆか り の 街 や 美しい 小さ な 村 を 巡り ます 。 ダ リ 、 セ ザン ヌ 、 シ ャ ガー ル な ど 各 地 No 回 
午後 ニー ス 市 内 観光 〇 ⑨⑳@ プ ロム ナ ー ド ・ デ ・ ザ ング レ 、 の 9 レ ヤ | 較 


















































ル 内 レス トラ ン で は 、 ミ シュ ラン で 1 つ 星 を 獲得 し た 夕食 を お 楽し みく だ さい 。 食 事 に 点 在 する アト リエ や 美術 館 へ も ご 案内 し ます 。 
義生 1 5 広場 、O 旧 市 街 、 但 シャ ガー ル 美 術 館 
上 2 スン 人 92 (2 ペリ ティ フタ 3 人 民 を 思 用 意 司 まり / た 8 て 
ma 「 驚 の 巣 村 」 エ ズ へ (cm 員 約 30 分 / 約 12km) 
ー 瑞生 人 員 : 10 名 (回 印 の 出発 日 は 6 名 ) 財 添乗 員 : 羽田 発 より 成田 着 ま で 地中海 の 眺め が 美しい 〇 エズ 村 | 
添乗 員 が 同行 いた し ます 。 箇 食 事 : 朝 7、 昼 5、 タ 3 ※[ 役 機内 食 は 食事 の 回 数 に ーー PET TP ' 
含ま れ て いま せん 。 軒 利 用 ホテ ル ノ [1・2 日 目 ] バルセロナ : シ ルケ ン ハバ ナ (A - コ へ (Am 終 / 約 10km 1 
+ ク ラス ) [3 日 目 ] カル カウ ゾン ヌ : ホ テル ドゥ ラ シテ カル カッ ソン ヌ (S+ ク ラ | | 較 
ス ) [4・5 日 目 ] エ クス ・ ア ン ・ プ ロ ヴ ァ ン ス : グラ ンド ホテ ル ロワ レー ヌ エク ス s ーー ーーー] 議 
アン プロ ヴァ ンス (A+ クラ ス ) [6・7 日 目 ] モ ソ テ カ ル ロ : フェ アモ ント モン テカ 17:30 | 叙 夕食 は ミシュ ラン 星 付 レス トラ ン 「 ル ・ ヴ ィ ス タマ ー ル 」 に て ご 用 意 較 
ル ロ (デラ ックス ルー ム ・ 混 が 見 える 部 屋 ) (S+ ク ラス ) 思 ホテ ル 着 ノ 路 :D ノ 階 : 有 急坂 モン テカ ル ロ 泊 剛司 | 較 
骨 | ィ ーーーーーー デ ーーー デーーーーーーーーーーーー ーー ーーー ーーーーーーーーーーーー ーー デーーーーーーーーーーーー 一 生 詳 
モ ホテル 発 | 午前 「 世 界 第 2 の 小国 」 モ ナコ 観光 「 
ナ ⑥ 大 公 宮 殿 、@ カ ジノ ・ ド ・ モ ン テ カ ル ロ 、 〇 カテ ドラ ル " 
ーー ーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 12:15~-| 午 1 行 
了 = 当 コー ス で は 土産 物 店 へ の ご 案内 は あり ませ ん 。 | は | 
た 、 エ クス ・ ア ン ・ プ ロ ヴ ァ コー ス に 関す る ご 入間 im 回 還 | 


ンス 、 モ ン テ カ ル ロ で ゆとり の 2 連 泊 


3 都市 で 2 連 泊 を ご 用 意 し て お り ま す 。 ま た 、 旅 の 締め くく り は 、 世 界 第 二 位 の 小国 、 世 
界 中 の セレ ブリ ティ が 集う 憧れ の リゾ ー ト 地 モ ナコ に て 、 ゆ っ た り と お 過ごし くだ さい 


フェ アモ ント モン テカ ル ロ (デラ ックス 


ノ 路 :C ノ 急坂 モン テカ ル ロ 泊 レ 圏 


| 午前 ニー ス へ (emss 約 30 分 / 約 20km) 
午後 ニー ス 発注 - [ 贅 州 内 乗り 継ぎ | ANA 便 - 
( 約 13 時 間 ) 機内 泊 圏 | レ ] | 科 


成田 着 (15:35 こ 16:10) 着 後 、 解 散 


「 海 が 見 える 部 屋 」 と は 客室 か ら 海 の 一 部 
が 見 える 部 屋 に な り ま す 。 全景 が 見 える と は 限り ませ ん 。 生誕 の 門 ま た は 受 
難 の 門 い ずれ か の 塔 の 登頂 と な り ま す 。 天候 や 工事 な どの 理由 に より エレ ベー ター 
が 停止 し て いる 場合 は 登頂 で きま せん 。 そ の 場合 返 夕 は ば ざい ませ ん 。 門 
目 ラ ・ パ ル パ カ ー ヌ は 2~ー3 月 に 休業 を 予定 し て いる た め 、 休 業 日 は 他 の レス トラ ン 
に な り 、 ミ シュ ラン 星 付 きせ で は な く な り ま す 。 12/27、2/9・1 6 出発 は シャ 
ガー ル 美 術 館 が 休業 日 の た め 、6 日 目 : ニー ス に て 昼食 、 エ ズ 村 散策 、 モ ナコ 観光 、 


2VMIN 








藻 

















ルー ム ・ 海 が 見 える 部 屋 ) | S キ クラ ス | 7 日 目 : ニ ー ス 銀 光 + シ ャ ガー ル 美 術 館 と 行程 を 人 れ 普 えて ご 案内 いた し ます 。 ーー 一 ーー = ニニ = ーー ーーーーーー ニ rm 

F1] コ ー ス に も な っ て いる トン ネル の 上 に 建 「 2/9・16 出 発 は カー ニワ ヴァル に こ 案 内 の た め 、 午 後 の 自 由 行動 は あり ませ ん 。 、 | マーク に つい て 叶 =ANA 機 サ -= 飛 行 機 mh= バ ス 介入 場 ③= 下 車 〇 = 車窓 
Sa 5 有 お 申し 込み 前 に P.69 こ 78 の 「 コ ー ス に 関す る ご 注意 」 お よび | | 置 歩 :O ノ 路 :O ン 暗 : 〇 ノ 急 坂 (P.14 参 照 ) 

ち 、 華 や か な ロビ ー か ら は 、 地 中 海 の 眺め が | 「 旅 の ご 案内 と ご 注意 」 を 必ず ご 覧 くだ さい 議 ホ テル クラ ス 表示 :"B・A・S・SS" ニ クラ ス 評 価 /"+" 三 立地 評価 (P.16 参 照 ) 

楽し め ま す 。 モ ン テ カ ル ロ 中 心 部 、 有 名 な カ Op = ュ ュー - 一 

ジノ 地区 の すぐ 近く に 位置 し 、 あ ら ゆる 主要 DAURIRSTIANN USDN 婦 メ ー ジ ] | 記 時 還 披 、 お 中 込み INK 行 会 社 に て お 充 払 いく だ さい 。 (詳し く は P.71・75・76 を ご 覧 くだ さい ) | と と と と と ( | :: 詳 較 プレ ミア ム エ コ ノミ ー 利 用 

失 光 スポ ッ ト ま で 生 単 に アク セス で きま す 。 サル バド ー ル ・ ダ リ 美和 陣 セザンヌ の アト リエ シャガール 美術館 ー |「33 田 空港 旅 容 サ ービス 施設 使用 料 」 お よび 「 現 地 空港 諸税 」 “ _ 合計 導 17,260 ロ 1 る う 0F 





(31 ANA HALLO TOUR ANA HALLO TOUR (32) 


世界 迎 放 アル ベロ ベッ の トゥ ルッ リ 
ウル と ば れる る この 1 方 の 伝統 宰 屋 前 


rr 計 す 箇 +L , め 寺 癌 TL = ま で Te で 07! 国 ] 


を 旅 し て いる か の よう な nn ます, 


本 中 
1L」 


時 を 超え て 受け 継が れる 遺跡 と 美景 に 


に る の めき の 南 イ タリ ア 世 界 中 頁 産 紀行 8 日 





世界 人 導き 


カゼ ル タ の 1 8 世紀 の 王宮 と 公園 

ヴェ ル サ イ コ ユ 宮殿 に 対抗 し て 作ら れ た 宮殿 
は 、 バ ロッ ク 末 期 の 傑作 と 称 さ れ て いま す 。 
全長 3km に も 及ぶ 広大 な 美しい 庭園 に は 
圧倒 され ます 。 

ポン ペイ 遺 中 

火山 の 大 叶 火 に より 、 一 
明 に し て 姿 を 消し た 古代 較 識 隊 
都市 ポン ペイ 。 当 時 の 生 較 議 軒 
活 を 鮮明 に 伝え る 貴重 な 
遺跡 で す 。「 ポ ン ペ イ ・ レ ッ 








ナポリ 歴史 地区 

常に 大 国 の 支配 に 翻弄 され て きた ナ ポ 
リ 。 街 並み に は フラ ンス ・ ス ペイ ン 文 化 の 
時 が 残り ます 。 地 元 の 方 の 生活 が 垣 間 
見 える スパ ツ カ ナ ポリ に も ご 案内 し ます 。 


ド 」 と 呼ば れる 鮮やか な 赤 の Rn 


色 が EH 象 的 な 壁画 が ある 自 
秘 億 壮 に も ご 案内 し ます 。 





(3③7) ANA HALLO TOUR 





。 マテ ー ラ の 洞窟 住居 
絶壁 に 掘ら れ た 洞窟 住居 、 サ ッ シ 。 


立ち 並び 、 世 界 で 唯一 と も いえ る 
独特 な 景色 を 作り 出し て いま す 。 


致 え され な いぼ ほど の 洞窟 住居 が 


地中海 の 風 を 感じ 
悠久 の 歴史 に 想い を 馳せ る 。 


地中海 を 望む 高級 リゾ ー ト 地 と 、 
当時 の 次 を 今 に 伝え る 世界 遺産 の 
数 々 。 ふ た つの 顔 を 持つ 南 イ タリ ア 
を 、2 都 市 で 連 泊 す る ゆとり の 行程 で 
巡り ます 。 作 り た て の チー ズ の 試食 
や 、 海 と 大 地 の 恵 み を 味わえ る お 食 
事 も ご 用 意 。 人 々 を 若き 付け て や まな 


い 南 イタ リア へ 、 さ あ 出 か け ま し ょ う 。 


H 目 ナポリ レス トラ ンー 例 
「 ラ ベル サリ エー ラ 」・ 「 ラ カン ティ ネッ ラ 」 
※ レ スト ラン の 指定 は で きま せん 。 


mama | 


ーー。。。 ニー。 ーーー、、、 ーー 





| - の 豊か な 自然 に 半 ま れ た 
II の リゾ ー ト ホテ ル に 2 連 泊 
ボル ゴ イグ ナシ ア | 
オリ ー ブ の 林 や レモ ン の 木々 
な ど 、 美 し い 自 然 の 中 に 件 む お | 
ホテ ル 。 都会 の 喧 喋 を 離れ 、 
優雅 で 心 安 まる ひと と き を 
本人 あ SR 


※10/19、12/21 出 発 は マッ セ 
リア トー レ コッ カロ (S ク ラス ) 

















[世界 一 美しい 海岸 
線 」 と 称 さ れる 海岸 
| 線 に は 、 パ ステ ルカ ラ 
ー で 彩 ら れ た 可愛 ら 
| し い 町 が 点 在 し 、 海 の 
青 、 木 々 の 緑 と あい ま 
っ て 美しい 景観 を 生 
み 出 し て いま す 。 


還 及 2 次 8077 
プレ ミア ム エ コ ノミ ー 8077 








南 イ タリ ア 名 産 の チー ズ 工 場 見 学 と 試食 を ご 用 間 
巾着 状 の チー ズ の 中 に 生 ク リー ム と 柔らか な フレ ッシュ チー ズ を 閉じ 込 
め た 、 南 イタ リア 名 産 ブ ッ ラ ー タ 。 鮮 度 が 命 な た め 輸出 が 難し く 、 ま ざさ に こ 
こ で し か が 味わえ な い 至 福 の 美味 し さ で す 。 





5 日 目 タ 食 タコ の 煮込み 6 日 目 夕食 | サル ティ ン ボ ッ カ 
タコ を 時 火 で じっくり と 柔らか く 薄切り 肉 に 生 ハ ム を 重ね て ソテー 
な る まで 益 込 ん だ 料理 。 タ コ の 旨 し た 一 品 。 シ ンプ ル な 調理 法 で 素 
み を た っ ぷり 味わえ る プー リア 州 材 の 持ち 味 を 引き 出し た 、 ロ ー マ 


の 郷土 料理 で す 。 の 多 土 料理 で す 。 










出発 日 と 旅行 代 爺 (大 人 お 一 人 様 ノ 2 名 様 ] 部 屋 利用 単位 円) 


旅行 代金 は 燃油 サー チャ ー ジ を 含み ます 。 (P.7 1 参照 ) 
下 |=6 名 様 より 出発 保証 日 






789,000 l 
_ 759.000 








_529,000_ 





遼 最 少 催 行人 員 : 10 名 (中 殺 の 出発 日 は 6 名 ) 圧 添乗 員 : 羽 田 発 よ り 羽 
田 着 まで 添 径 員 が 同行 いた し ます 。 賠 食 事 : 朝 6、 昼 5 (うち 1 回 は 軸 : 軽 
食 ) 、 タ 4 衛 綿 機 内 食 は 食事 の 回 数 に 含ま れ て いま せん 。 較 利用 ホテ ル 
[1 日 目 ] ロー マ : グラ ンド ホテ ル パラ ティ ー ノ (A ク ラス ) [2・3 日 
目 ] ナ ポリ : ロイ ヤル コン チ ネ ンタ ル (A ク ラス ) ※1 0/1 9 出発 は グラ ンド 
ホホ テル サン タ ルチア (A ク ラス ) [4・5 日 目 ] ファ ザー ノ : ボル ゴ イグ ナ 
シア (S ク ラス ) ※10/19、12/21 出発 は マッ セリ ア トー レ コッ カロ (S ク 
ラス ) [6 日 目 ] ロ ー マ : ソフ ィ テ ル ロー マ ヴィ ラ ボル ゲー ゼ (S+ キ クラ 
ス ) ※1 1 3 出発 は ウエ ェ スティン エクセルシオール (S キ クラ ス ) 


| マニラ に つい て ANA 機 叶 - = 飛行 機 5 ニーバ パス a 
代入 場 〇 = 下車 〇 = 車窓 再 グ 踏 : 〇 ノ :O ノ 急坂 (P.14 参 照 ) 
罰 ホ テル ク フ ス 表示 ・"B・A・S・SS "ニク ラス 評価 ノ " キ "= 立地 評価 (P1 6 参照 ) 


| 








| 当 コー ス で は 最 多 で 1 ヶ所 の 土産 物 店 に ご 案内 し ます 。 







に が 守 及 計 族 





| 軒 


電 


la 





コー ス に 関す る ご 注意 


全国 各地 か ら ANA 国 内 線 は ッ で ご 参加 に な れ ま す 。 (※P.7・8 参 照 ) 


















羽田 発 ANA 便 (11:25~12:40) み - - 較 
[欧州 内 乗り 継 寺 | 中 - ( 約 15 時 間 10 分 ) ペ ] 
| ホル ロー マ 着 後 、7 テル 人 へ ロー マ 泊 上 | | 欄 し M | ' 
| el 還 ポン ペイ ハ (ms5 約 4 時 間 / 約 242km) 
午後 本 唐 衣 ポン ペイ 遺 蹴 稚 光 
ヴェ ス ヴ ィ オ 火 山 の 噴火 に よる 火山 灰 で 地 中 に 埋もれ た 
「 古代 都市 但 ポ ン ペ イ 遺 跡 
っ ポン ペイ ・ レ ッ ド の 壁画 で 有名 な 艇 儀 昔 に も ご 案内 し ます 。 | 
「 ナポリ へ (中 SE 」 
| 唐人 計 人 羽 を ご 用 意 詳し じ く は っ Pi18 ) 
LE ダ | ラ 人 
17:30 | 1 | の 
ホテ ル 着 ノ 監 :D ン 階 : 有 急坂 ナポリ 泊 


| が テル 革 | 午前 カゼ ル タ へ (gm 約 45 分 / 約 35km) 
' EihI カゼ ル タ の 18 世 紀 の 王宮 と 公園 観光 
@ 王 き 、 更 公 


生 = 
物 - 叶 ーー) 
ザ 『 トモ 『。 


午後 ナポリ へ ( 頭 約 4 5 分 / 約 35km) 
| ER ナポリ 歴史 地区 観光 
古い 街並み が 残る 賑やか な 界隈 @ ス パッ カナ ポリ 、 
| ホテ ル 半 ン 路 :C ノ 階 : 有 ナポリ 泊 レノ] 
| ホテ ル 発 | 午前 アマ ルフ ィ へ (ms 約 80km) 
09:00 風光 明 如 な 朗 凛 アマ ルフ ィ 海 岸 ド ライ ブ | | 
途中 、 展 望 台 か ら ア マル フィ の 宝石 と 称 さ れる 「 | 








ポジ ター ノ の 遠景 を お 楽し みく だ さい 。 
アマ ルフ ィ 観 光 
全 ド ゥ オ 七 、 氏 天国 の 回 廊 

午後 ファ ィ ザ ー ノ へ (mm 約 4 時 間 / 約 320km) 


玉 
で 
へ 
5 
* 
記 
お 
明 評 ・ 謀 十 


18:00 ] EpA 
ホテ ル 着 グ 路 :C ン 階 : 有 ファ ザー ノ 泊 開 | 屋 || 多 


ホテ ル 発 | 午前 マテ ー ラ へ (5 約 89km) | 





0 還 麗 3 マテ ー ラ の 洞窟 住居 観光 
静寂 と 神秘 的 な 雰囲気 を 醸し 出す 洞窟 住居 サッ シ 
に ご 案内 し ます 。 
' 午後 昼食 は 洞窟 レス トラ ン 「 ナ ディ 」 に て 
| 5 時 べ る メ メニ ュ ・- 人 を きま 】 を ご 用 意 詳し く は っ P.18 
敵 アル ベロ ベッ ロ ハ (mmss 約 1 時 間 10 分 / 約 69km) 
SR アル ベロ ベッ ロ の トゥ ウル ッ リ 観光 
と ん が り 屋根 の ひし めき 合う ユニ ー ク な 長 観 を お 楽し みく だ さい 。 
ファ ザー ノ ヘ へ ( 品 m8 約 50 分 / 約 27km) 
17:0o | 夜 夕食 は 前 菜 に プー リア 州 の 捧 土 料理 タコ の 煮込み を ご 用 意 
ホテ ル 着 ノ 路 :D ン : 有 急坂 ファ ザー ノ 泊 


| | 門 ル 午前 ジコ ヨー イア ・ デ ル ・ コ ッ レ へ (ms8 約 1 時 間 1 5 分 / 約 63km) 
南 イ タリ ア 名 産 の チー ズ 工 場 見 学 と 試食 

2 ここ は 拓 0 作り だ の ラッ ラニ ミタ 寺 二 が を 
ご 貢 味 くだ さ 


ut 













米 親 十 





午後 バー リ 空 港 へ 約 1 時 間 / 約 53km) 


月 バ パーリ - ロー マ ( 約 1 時 間 ) 
| 
| 


夜 食 は ロー マ の 和 卿 土 料理 サル ティ ン ボ ッ カ を ご 用 意 


呈 | 17.3o 
ノ 較 :C ン 階 : 有 亀 坂 ロー マ 泊 開 | 敵 || タ | 


1 ホテ ル 着 





estl 当 


欧州 内 乗 * 
( 約 14 時 間 45 分 ) 2 
iA 機内 泊 暗 | 由 日 


羽田 着 (15:45-16:30) 着 後 、 解 散 





お 申し 込み 前 に P.69 こ 78 の 「 コ ー ス に 関す る ご 注意 」 お よび 
「 旅 の ご 案内 と ご 注意 」 を 必ず ご 覧 くだ さい 














別途 、 お 申込 み 取扱 旅行 会 社 に て お 支払 いく だ さい 。 (詳し く は P.7 1・75・76 を ご 覧 くだ さい ) | "” ビジ ネス クラ スン プレ ミア ム エ コ ノミ ー 利 用 mw 





「 羽 田 空港 旅客 サー ビス 施設 使用 料 」 お よび 「 現 地 空港 諸税 」 


_12,000 申 
ANA HALLO TOUR 



















オラ ンダ 、 パ リ の 
文化 と 芸術 に 触れ る 旅 。 


ミッ フィ ー の 生ま れ 夏 郷 ユ トレ ヒト か ら 旅 
を スタ ー ト させ 、 オ ラン ダ の 典型 的 な 風車 
各 や 美術 館 へ と 誠 い ます 。 ア ム ス テ ル ダム 
で は 、 歴 史 あ る ホー ル で の 音楽 鑑賞 と 圧 
り だ くさ ん 。 庫 速 列車 タリ ス に 乗っ て 、 一 
路 パ リ へ 。 パ リ で は 、 目 由 行 動 の 圭 に 思い 
思い の 過ごし 方 が で きる よう に 、 中 心地 の 
ホテ ル を 2 之 泊 で ご 用 意 し まし た 。 


アム ステ 坦 ず 長 加 [ 癌 
= 


本 - 宣 = 本 


人 ゆとり 誘 で も う ・ 度 」 特 則 | 話 

コン セル ト ヘ ボウ ホー ル " は 
し 以来 ウ ク に と は 5 [6 日 目 : 夕食 | パリ 「 ト ラン ・ ブ ルー」 
ロマ ンチ ッ ク な パリ ・ リ ヨン 駅 構内 に ある 由緒 ある レス トラ ツ 。 バ 
ル エ ポッ ク の 美しい 店 内 は 、 重 要 文 化 財 に も 指定 され て いま す 。 


]* て E 1 占 凍 四 有 」 吉 
1 っ ロー ュ ァ ヤス ET 『 1 革 ET * WM 
の コン ト が 人 で れれ て きま し ょ 





目 IIMIIWwHIULIELEII 


人 れ の 和楽 の コ ン セル ト へ ボウ で コン サー ト 入党 mxms | twamnaim 


に 414 人 5101 (と プル と た リマ ブ ムリ 8B 間 


⑥) コン セル ト ヘ ボウ で コン サー ト 和 鑑賞 


コン セル ト ヘ ボウ へ ご 案内 いた し ます 。 1 2/9 出 発 は 、 ク リス マス 特別 JAZZ コ ン サ ー ト 、3/1 出発 は NHK 
交響 楽団 海外 公演 へ ご 案内 いた し ます 。 





[ コン セル ト へ ボウ 
川 ウ ャ ズ オニ クス トラ 

ロイ ヤル ・ コ ン セ ルト ヘボ ウ 
官 弦楽 団 


パー ヴ オ ・ ヤ セル ヴィ | NHK 交 響 楽団 









クリ スマ ス 特 別 コ ン サ ー ト 













ベル ナル ト ・ 


| ドビュッシー / ノクターン L91 
2 


ブル ッ ク ナ ー)/ 交響 曲 第 7 番 長調 


| シベ リウ ス / ヴァ イオ リン 協奏 曲 二 短調 作品 47 

ショ スタ コー ヴィ チ / 交 響 曲 第 10 番 ホホ 短 調 作品 93 | 

シュ ー ベ ルト / スタ ー バ パト ・ マ ー テ ル D. 175 | 
シュ ー ベ ルト / 交響 曲 第 8 番 D 759「 未 完成 」 

モー ツァ ルト / レク イエ ム 二 単 調 K626 


※ 主 催 者 側 の 都合 に よ り 演目 等 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 あら か じ め ご 了承 くだ さ 





























| ロイ ヤル ・ コ ン セ ルト へ ヘボウ 
党 弦 楽団 


トー マス ・ 
ヘン ゲル ゴロ ッ ク 


オラ ンダ 伝統 の 
テル フト 陶器 。 


3 日 目 の 昼食 は 、 世 界 中 で 愛さ れ 続 ける デル フト 陶器 
で お 召 し 上 が り い た だ さま す 。 





| ポイ ント KO) アム ステ ルダム ・ パ リ で は それ ぞ れ 2 連 泊 


| チル タム に て ニー "5:eBi が to 還 = 


グラ ンド ホテ ル アム ラス アム ステ ルダム イン ター コン チ ネ ンタ ル KK ル ルグラン 医 











ーーーーーー 王 ーー デー テー 








『 
記 
ro 生 





1912 年 に 建て られ 、 海運 会 社 が 置か れ て いた 建物 創 業 1862 年 。 富吉 華 用 な ルイ 


を 改装 し た ホテ ル 。) 


アー ル ヌ ー ボ ー の 落ち 着い た 宿 囲 14 世 時 代 の 建築 様式 を 採り 入れ た 愛 華 な ホテ ル 。 音 
ヌ い 奈 つ 、 格 式 あ る ホテ ル で す 。 「 


屋 ご と に 青 ・ 赤 ・ ゴ ー ル ド の 色調 で コー ディ ネー ト さ 
れ て いる 、 ク ラシック な スタ イル の ホテ ル で す 。 


ANA HALLO TOUR 




















ビジ ネス クラ ス 






- プ レミ アム エコ ノミ ー 


オラ ンダ ・ フ ラン ス へ 訪れ る な ら 王 
道 の 観光 地 も 見 逃 せ ませ ん 。 2 日 目 
は ミッ フィ ー の 生ま れ 故 郷 ユ トレ ヒ 
ト 、 ロ ッ テ ル ダム 人 へ の 移動 途中 に は 
キン デル ダイ ク の 風車 群 に 立ち 寄り 
ます 。5 日 目 は パリ 市 内 車窓 観光 へ 
も ご 案内 いた し ます 。 





日 本 語 ガ イド 付き で 
見 逃 せ な い 名 画 を 鑑 員 。 


名 画 の 宝庫 オラ ンダ に 点 在 する 
美術 館 へ ご 案内 し ます 。 せ っ か く 
の 名 画 鑑賞 が 日 本 語 ガ イド な し 
で は わか り づ らく 楽し み も 半減 と 
いう こと が な いよ う 、 日 本 語 ガイ 
ド と と も に 鑑賞 し ます 。 ア ム ス テ 
用 ンク ん 2qEk。 065 凡 り に 電王 
リウ ルン ニッ アン 日 匠 還 2 ク ラン 
ト や オラ ンダ 絵画 の コレ クシ ョ ン 
で 知ら れる アム ステ ルダム 国立 博 
物 館 へ と ご 案内 し ます 。 
※ 作 品 は 貸出 し 等 の 理由 で ご 覧 に な 
れ な い 場 合 が あり ます 。 








っ FT IT 1 
呈 臣 電 HE ロロ リリ ツリ ルイス 提 介 








旅行 代金 は 燃油 サー チャ ー ジ を 含み ます 。 (P 71 参照 ) 
[ 且 =6 名 様 よ り 出発 保証 日 





、。 | 現地 ホテ ル か ら 





座席 クラ ス 































に 日 | ビジ ネス クラ ス | プレ ミア ム エ コノ ミー| 参加 プラ ン 
| 899.000 | 789,000 550,000 

婦 | 919.000 | 789.000 550.000 
989,000 | 819,000 550,000 

9| 949,.000 _ 839, o00 | 550,000 








追加 代金 ・ 割 引 代金 (お 一 人 様 ノ 単位 : 円 ) 
当 の 人 人 金 割 引 全 を 上 旅人 人 に 、 一 人 加 邊 また は 渡邊 し て くだ さい 。 





| 追加 代金 


| 割引 代金 XP.10・73 参 照 





ビジ ネス クラ ス 
| プレ ミア ム エ コノ ミー 
















全国 各地 か ら ANA 国 内 線 は 
クア 后 司 き 紅 


_ 成 田 発 ANA209 便 (1 1 : 00) | 直入 | りー 
( 約 12 時 間 05 分 ) デュ ッ セ ルド ルフ 着 (15:05) 
着 後 、 ユ トレ ヒト へ (kg3 約 3 時 間 / 約 150km) 


ユトレヒト 泊 レノ 


で ご 参加 に な れ ま す 。 (※P.7・8 参 照 ) 






夜 
ホホ テル 着 
0 午前 ユトレヒト 市 内 観光 

旬 デ ィ ッ ク ・ ブ ルー ナ ・ ハ ウス 、② ミ ッ フ ィ ー の 像 、 

⑨⑥ ミ ッ フ ィ ー の 信号 機 、@ ド ム 広 場 、@ ド ム 教 会 
千 後 ロッ テル ダム へ (mms8 約 1 時 間 55 分 / 約 83km) 
途中 、 風 車 が 立ち 並ぶ 
〇 OF 癌 康 婁 キン デル ダイ ク の 風車 群 人 立ち 寄り ます 。 
ンプ 路 :C ノ 階 : 有 ロッ テル ダム 泊 圏 | 恒 | 


フェ ル メ ー ル の 故郷 と 青い 陶器 の 街 
デル フト へ (me 約 30 分 / 約 15km) 
ロイ ヤル デル フト に て 陶器 工房 の 見 学 。 

午後 昼食 は デル フト 陣 器 を 使用 し た レス トラ ン に て ご 用 意 
ハー グ へ (mas 約 20 分 / 約 10km) 
〇 ビ ネ ン ホフ 、 〇 平和 宮 、 要 マウ リッ ツ ハ イス 美術 館 
アム ステ ルダム へ ( 品 約 1 時 間 1 5 分 / 約 73km) 








1]7:00 
ホホ テル 着 


| ホテ ル 発 
10:00 



















7 畔 し く は っ 所 14 
ホテ ル 着 2 ン 路 : C ノ 障 : 有 アム ステ ルダム 泊 賠 同 誠 | 
ホテ ル 発 | 午前 アム ステ ルダム 市 内 観光 

や @ デ アム ステ ルダム 国立 博物 館 、 〇 ダム 広場 、⑤ 王 宮 
アムステルダム 広場 、 〇 シン ゲル 運河 の 環状 運河 地区 

4 午後 昼食 は と: だ 下 で を 

夜 3 語 ー ト ホー ル に て コン サー ト を お 楽 
]5:oo| 。 し みく だ さ 
ホテ ル 着 ノ 路 :C ノ 暗 : 有 人 ム 示 朝 | 必 | | 多 





| | ホテ ル 発 | 午前 高速 列車 タリ ス (一 等 車 ) に て パリ へ (< 編 。 約 3 時 間 30 分 ) 閲 
| 08:o0 折 


午後 / パリ 到着 
| | | 
5 パリ 市 内 車窓 観光 町 
| ⑨ エ ッ フ ェ ル 塔 、 〇 セー ヌ 川 、 〇 名 旋 門 、 〇 シャンゼリゼ 、 
〇 コン コル ド 広 場 
夜 タ 食 は 、「 カ フェ ・ ド ・ ラ ・ ペ 」 に て 中 る まあ 4 
を は 林 世 錠 当 で ご 用 意 





詳し く は っ Pi18 
ン 路 : て ン : 有 パリ 泊 園 切 了 


ジ 
ラ 0 
芝川 | ホテ ル 着 





終日 自由 行動 ショ ッ ピン グ や 導 光 な ど 、 思 し い 思 い の 時 間 を お 





過ごし くだ さ 
6 | | 
ホテ ル 発 出発 まで 自由 行動 
園 | 人 夜 パリ 発 ANA216 便 (20 :35)| 直行 便 | 
( 約 11 時 間 55 分 ) 機内 泊 較 | レ ] 隊 | 
8 羽田 着 (16:30) 着 後 、 解 散 


還 最 少 催 行人 員 : 10 名 ( 四 印 の 出発 日 は 6 名 ) 画 添 乗員 : 成 田 発 よ り 羽田 着 ま で 添乗 員 が 同行 
いた し ます 。 玉 食 事 : 朝 6、 昼 3、 タ 4 ※| 衝 |: 機 内 食 は 食事 の 回 数 に 含ま れ て いま せん 。 

還 利 用 ホテ ルン [1 日 目 ] ユ トレ ヒト : パー ク プ ラ ザ ユトレヒト (A ク ラス ) ※3/2 1 出発 は NH ユ 
トレ ヒト ホテ デル (A ク ラス ) [2 日 目 ] ロッ テル ダム : ビル ダー バー グ パー ク ホ テル ロッ テル ダム 
(A+ クラ ス ) [3・4 日 目 ] ア ム ス テ ル ダム : グ ラン ド ホテ ル アム ラス アム ステ ルダム (S ク ラ 
ス ) [5・6 日 目 ] パリ : イ ンタ ー コ ンチ ネン タル パリ ル グラ ン (S+ ク ラス ) 





グ 路 :O ン 階 : 〇 ノ 湿 坂 (P.14 参 照 ) 


マー ク に つい て 叶 - =ANA 機 RGD= バ パス < 高速 列車 人 @ 入 場 の 〇 = 下車 〇 = 車窓 
因 
画 ホ テル クラ ス 表 示 :"B・A・S・SS" ニ クラ ス 評 価 ノ "+" ニ 立地 評価 (P.16 参 照 ) 











| ヨコ ー ス で は 最多 で 1 ヶ所 の 土産 物 店 に ご 案内 し ます 。 


コー ス に 聞 す る ご 注意 軒 ジョ ーー ト の 座席 等 の 詳細 は 、 現地 で ご 案内 いた し ます 。 座席 は 同 
カテ ゴリ ー で ご 用 意 し ます が 、 場 所 に 違い が ある 場合 が ご ざい ます 。 ま た ご 夫婦 や ご 友人 で も 隣 同 
士 に な ら ず 、 離 れ た 席 に な る 場合 が ご ざい ます 。 また 主催 者 側 の 都合 に より 会 場 ・ 指 揮 者 ・ 出 演者 ・ 
演目 等 が 変更 ・ 中 止 に な る 場合 が ご ざい ます 。 そ の 場合 、 返 金 は あり ませ ん 。 日 程 表 記載 の 
レス トラ ン は 、 突 然 の 休業 、 貸切 な どの 都合 に より 、 他 の レス トラ ン へ ご 案内 する 場合 が あり ます 。 


お 申し 込み 前 に P. 69~-78 の 「 コ ー ス に 関す る ご 注意 」 お よび 「 旅 の ご 案内 と ご 注意 」 を 必ず ご 覧 くだ さ 

















と シシ ルル | 
14.230 貴 


コレ た オガ em P た だ 1 


| 9.200 円 


ANA HALLO TOUR (46) 





8 を 
_ 限 宮 ノ 


半 産 ホテ 前 自由 行 
上 マチ ュ ビ ピチ ュ 骨 路 歴史 的 建造 物 が 集中 す 5 自由 行動 ご 希望 の お 客 和 は 、 52 の Na er 


E h ] 直 邊 Il 邊 ll ご Ji 1 ち う ョ 人 り ) BT ・ _』 札 
上 々 誠 や 晴 配 な 移 性 地 跡 、 水 員 な どか が 残さ 
各 度 な 祥明 の 存在 を うか が わせ ま 














宅 由 都市 マチ ュ ビ ピチ ュ と 
謎 に 包ま れ た 
ナス カ の 地上 続 へ 。 


イン カ の 歴史 ロマ ン あ ふれ る リマ と 
クス コ 、 謎 めい た 秘 徐 都市 マチ ュ ビ 
チュ と ナス カ の 地上 絵 に ご 案内 す 
る 、 ペ ルー の 4 大 世界 幅 産 可 り 。 マ 
チュ ピチ ュ 、 ク スコ それ ぞ れ に 2 連 
泊 し 、 ゆ っ くり と し た 滞在 で ベ ペルー 
を 堪能 で きる 日 程 で ご 案内 し ます 。 




















回 選 記 畔 ビジ ネス クラ ス | HU8003PC. 








クス コ と 近郊 の イン カ 遺 跡 
11-12 世 紀 頃 に 建設 され 、 太陽 神 を 崇拝 する イン カ 帝 国 の 首都 。 イ 
ンカ 時 代 の 美しく 精巧 な 石組み の 建築 物 が 残さ れ て いま す 。 


る 旧 市 街 。17 世 紀 の 
コロ ニア ル 時 代 の 繁栄 
を 初 視 と させ る 雰囲気 
が 漂っ て いま す 。 








] ーー - ヒー ココ 
の 乗り 弧 まさ * で バボ テル の 部 屋 を ご 用 意 



























で ご 参加 に な れ ま す 。 (※P.7・8 参 照 ) 


スケ ジュ だ 」 MM I 1 毅 本 机 8 
MHR ANA1 104 王 PE 6:40) 中 ( 約 12 時 間 30 分 ) 
ーー ニニ ーーーー 日 付 変更 線 通 過 一 ーーーーーーー 一 
ニュ ー ヨ ー ク 着 (15 : 10) 着 後 、 空 港 近 郊 下 テル を ご 用 意 し ます 。 

ニュ ー ヨ ー ク 発 較 玩 月 有 呂 (22:45) 注 - MD 


罰 和 2 人 は 











ホテ ル 発 リマ 着 K(06 : 35) 着 後 ト テル へ 
' ホテ ル に て ご ゆっ くり お 過ごし くだ さい 。 
7:00 | 午後 下村 リマ 市 内 観光 ラル コ 博 物 館 、 の アル マス 広場 


ボテ ル 着 ⑥ カ テ ド ラル ノ 路 :A ノ 階 : 無 リマ 泊 半周 | 


ホテ ル 発 午前 リマ 絡 - ク スコ ( 約 1 時 間 20 分 ) 

午後 昼食 後 、 オ リヤ ンタ イタ ン ボ へ (cg: 約 2 時 間 / 約 74km) 
オリ ャ ンタ イタ ン ボ より 天井 が 窓 に な っ て いる 展望 列車 に 
て 遺跡 の 玄関 口 、 マ チュ ビ ピチ ュ 村 人 へ ( 紀 叶 約 1 時 間 25 分 ) 


| 頭 ーー 一 ーー ーー ニー 一 = 
PP 

1 も 本 a 

| [m」 J 『 

| 


ノ 路 :D ノ 階 : 有 急坂 マチ ュ ピ チュ 泊 泊 園 周 図 | 


午前 皿 麗 語 マチ ュ ピ チュ 遺跡 観光 
空中 都市 と 呼ば れる 人 の イン カ 国 の 中 へ ご 案内 し ます 、。 
午後 ご 希望 の お 客 様 は 、 イ ンカ 古道 を 歩い て 「 太 陽 の 門 」 へ ご 案内 
ゅ ます 。 ご 参 1 




































に = 
ロー 








17:00 



















の 門 」 バ \「 案内 し ます 。 
千 後 マチ ュ ピ チュ 村 へ 


着 後 、 ホ テル へ 

※ ] 2/28 出 発 は 天井 が 窓 に な っ て いる 展 選 列 車 ビス タ ド 
ー ム に て オリ ャ ンタ イタ ン ボ へ ( 編 計 約 1 時 間 4 1 分 ) 
着 後 、 ク スコ へ (sj 約 2 時 間 / 約 74km) 
タ 食 は 、 ホ テル に て ご 用 意 し ます 。 | 














長 時 間 飛 行 に も 考慮 し た 
ゆとり の 日 程 。 往 復 の 乗 ノ 臨 :D ノ 階 : 有 急坂 クス コ 泊 半 | 
に 年 - ゝ ン ェ v 上 ゴミ り 継ぎ 時間 を 利用 し 、 往 | ホテ ル 発 | 午前 臣下 詰 クス コ 市 内 観光 〇 アルマ ス 広場 、 
イン カ の 人 々 が 建設 し た 秘 宙 の 街 占 代 イン カ の 創造 者 が ミ 路 は ニュ ー ヨ ー ク 、 復 路 は 0 @ コ リカ ンチ ャ (太陽 の 神殿 ) 、 〇 12 角 の 石 
空中 都市 マチ ュ ピ チュ 遺跡 残し た 謎 の 巨大 絵 リマ の ホテ ル で 休憩 時 間 は 200 千 後 目 由 行 動 3 
g 昌 力 の 地上 絵 を ご 用 意 し て いま す 。 ロ 作 チー 街 全体 が オレ ンジ 色 の 灯り で 輝く クス コ の 夜景 を ご 園 
1 6 世紀 半ば 、 高 度 な 文明 を 有 し た イン カ の 人 々 が 娘 然 と 姿 を 消 末 解 明 の ナス 『 - 琴 軍 | 覧 くだ さい ン 路 :D ン 階 : 有 急坂 クス コ 泊 | 開 | 司 | | 還 
し た 「 空 中 都市 」 。 こ の 遺跡 は 、 ス ペイ ン 人 か ら 逃 れる た め に 、 イ 果て し な く 続く ペル ー 南 部 の 乾燥 地帯 に 描か われ た ナス カ ホテ ル 発 | 午前 aibifp52) 


ンカ の 人 々 が 作っ た 秘密 都市 だ っ た と も いわ れ て いま す 。 遺 跡 を 
構成 する 巨大 な 石積 み は 、 剃 妃 さ えも 通さ な い 程 に 密着 し て い 
ます 。20 世 紀 初 頭 の 発見 まで 、 そ の 存在 は まっ た く 知 られ て お ら 





の 地上 絵 。 近年 新た な 絵 が 発見 され 話題 と な り ま し た 
が 、 目 的 や 意味 な ど は 未だ 解明 され て いま せん 。 








旅行 代金 は 燃油 サー チャ ー ジ を 含み ます 。 (P 7] 参照 
語 =6 名 様 より 出発 保証 日 








で | 午後 ナス カ の 地上 絵 観光 の 拠点 パラ カス へ (Byx 約 4 時 間 30 分 / 約 250km) 


本 日 は ビー チ 近 くに 位置 する ラグ ジュ アリ ー な 
リゾ ー ト ホテ ル 「 ホ テル パラ カス 」 に ご 宿泊 
ノ 路 :A/ 階 : 無 パラ カス 泊 園 | 恒 


16:00 
ホテ ル 着 




















すず 、 PE *ー ーー 座席 クラ ス = ニニ ーー ニー と Pe 
5 日 目 は 豪華 列車 で ディ ナー を ちら 1 ホテ ル 発 | 朝 硬 田 ナ スカ と フ マ ナ 平 原 の 地 上 絵 観光 
楽し みな が ら ポ ロイ ヘ へ 1,190,000 ' (ナス カ 搭 乗 証明 書付 き ) 
1.250.000_ CC 小型 飛行 機 で 上 空 か ら 謎 の 地上 絵 を ご 覧 くだ さい 
ハイ ラム ・ ビ ン ガ ム 号 ーー コロ S5996G 生 午後 観光 後 、 リ マ の 空港 へ (sb 約 4 時 間 30 分 / 約 250km) 








マチ ュ ピ チュ 遺跡 を 発見 し た アメ リカ の 歴史 学者 ハイ ラム ・ 
ビン ガム の 名 前 を と っ た 豪華 列車 。 「 南 米 の オリ エン ト ・ エ 
クス プレ ス 」 と 称え られ る ハイ ラム ・ ビ ン ガ ム 号 に て 優雅 な 
ディ ナー と ギタ ー の 生 演 奏 な ど を お 楽し みく だ さい 


_ 1.250.000 


1,250,000_ 














(下記 出発 日 を 除く ) 


一 人 部 屋 追加 代金 12/28 出 発 








175.000 


ーーーーーーーーーーーーーー 











ご 出発 まで 、 ホ テル の お 部 屋 を ご 用 意 し ます 。 
深夜 リマ 発 且 玩 有 あ 大 ナ -( 約 7 時 間 35 分 ) 
ノ 路 :A ン 階 : 無 機内 泊 
am ヨク 着 08.:15) 
ニュ ー ヨ ー ク 発 ANA009 便 琵 交 区 (11:15) 
絡 - ( 約 14 時 間 10 分 ) 
ーー 日 付 変更 線 通過 一 ーーーーーーー 








し ー - テ 





























“ 機内 泊 | 先 レ | 
で ) 間 隊 /9 ナス カ の 地上 絵 観光 の 拠点 前 引 代金 XP.10・73 参 了 ae 
世界 遺産 マチ ュ ピ チュ 、 ク スコ に それ ぞ れ 2 連 : ニカ スト に 窟 * ED ーー 二 に 2 = | 
NIRT5K キ 1IqmtI バラ カス に 和 宿 〉 ビジ ネス クラ ス | -30,000 | 5 計 デー 一 エネ ピーー ニ ーー モー キー ニー 
ーー 1 ーー 「 = ss に つい! 商 ANA 機 飛行 機 cs ニー バス 紀 列車 島 = 入 場 @=T 車 
- ーーーーーー っ ココ cm 眉 最 少 催行 人 員 :10 名 (上 印 の 出発 日 は 6 名 ) 瑞 流 乗員 : 成 田 発 より 成 還 参照 | | 
| 374 上 : マ チュ ピチ ュ li REEEZ 更 本 誠 語 | ENEZO: 介 末 半 上 了 ポ 田 者 まで 滅 員 が 同行 いた し ます 。 国 食 事 : 朝 7、 尽 7、 タ 7 ※ 還 [機内 ーーー 


食 は 食事 の 回 数 に 含ま れ て いま せん 。 玉 利 用 ホテ ルン [2 日 目 ] リ マ :JW 
マリ オッ ト リマ (S ク ラス ) [3・4 日 目 ] マ チュ ピチ ュ : イ ンカ テラ マチ ュ 
ピチ ュ プエブロ ホテ ル (A ク ラス ) (シャ ワー の み の 部屋 ) ※12/28 出 発 
は スマ ッ ク マチ ュ ピ チュ ホテ ル (A ク ラス ) [5・6 日 目 ] ク スコ :JW マ リ 
オッ ト クス コ (A ク ラス ) [7 日 目 ] パ ラ カ ス : ホ テル パラ カス (A ク ラス ) 


ホテ ル バラ カス 


当 コ ー ス で は 土産 物 店 へ の ご 案内 は あり ませ ん 。 ーー 


コー ス に 関す る ご 注意 


は ホテ ル 着 20 :00 と な り ま す 。 8 日 目 ナ スカ の 地上 繧 観 光 は 、 小 型 機 を 利用 する た め 同 行者 と 分 乗 
に な る 場合 、 空 溢 で 長 時 間 お 待ち いた だ く 場 合 や 天候 その 他 の 現地 事情 に より 飛行 で き な い 場合 が あり ま 
す 。 飛行 で き な い 場合 は 、 所 定 の 金額 を 返金 いた し ます 。 ま た 添乗 具 、 ガ イド は 航空 機 に 同乗 し ませ ん 。 


| お 申し 込み 前 に P.69- 78 の 「 コ ー ス に 関す る ご 注意 」 お よび 「 旅 の ご 案内 と ご 注意 」 を 必ず ご 覧 くだ さ い 。 | 





JW マ リオ ッ ト クス コ 上 滞 

5 二 ク ウン pKa2 く | 
用 いた コロ ニア ル 様 式 の 見 計 
事 な 中 旗 を も ち 、 大 理 石 の 譜 
パス ルー ム も 完備 し て いる 
ホテ ル 。 標高 約 3.400m 


イン カテ ラ マチ ュ ピ チュ ブ プエブロ ホテ ル 語 
(シャ ワー の み の 部 屋 ) 
SG ビー | お 
近い 森 に 件 お 、 隠 れ 家 の 
よう な ホテ ル 。 ホテ ル 敷 『 
地内 に は 水着 で 入る 露 較 





12/28 出 発 





多く の ツア ー が リマ か ら 約 
5 時 間 か け て ナス カ の 地 
較 上 絵 へ 向かい ます が 、 当 
較 語 較 ソ ア ー で は 飛行 機 の 発着 
























天風 略 も あり ます 。 の クス コ 、 酸 素 が 部 屋 に 補講 地 ピ スコ か ら 約 20 分 の 距 0 " 合っ 
^ 離 に 位 \ ラ カス に 、 別途 、 お 申込 み 取 狼 庶 行 寺社 に て お 支払 いく だ さい 。 (詳し く は P.7 1 ・75・76 を ご 覧 くだ さい ) ビジ ネス クラ ス 利用 

※12/28 出 発 は スマ ッ ク マチ 給 され る 、 酸 素 供給 部 屋 を 離 に 位置 する パラ カス | 別 癌 、 お 甲 に さ 1 76 を ウ ラス 利用 
と ホテ ル E ミ PB 宿泊 し ます 。 「 成 田 空港 旅客 サー ビス 施 譜 使 用 料 ・ 旅 客 保 安 サ ービス 料 」 お よび 「 現 地 空港 諸税 」 合計 金額 22.930 貴 





(51) ANA HALLO TOUR ANA HALLO TOUR (52) 


イン ター ネッ ト で "24 時 間 " 






コー ス の 空席 状況 や 各種 情報 が ご 覧 


IANA ハ ロー | 


また は 





httD: //www.ana. coO.jD/inttour/hallo/ 


だ Y4 王 : 


NNGPAMI ツア ー 敵 品 


※ パ ン フレ 了 ト の 表紙 は イメ ー ジ で あり 、 





の お 和 ら せ 


充実 の ライ ン ナ ッ プ の 「ANA ハ ロー ツア ー」 。 
こだわ り の 安心 サー ビス で ヨー ロッ パ 王 要 都 市 を 


訪れ る 「ANA ハ ロー ツア ー 本 人 旅行 」 も ご 用 意 ! 


パン フレ ッ ト は お 近く の ANA ハ ロー ツア ー 取 扱 旅行 
会 社 ま た は イン ター ネッ ト に て ご 請求 くだ さい 。 


変更 に な る 場合 が あり ます 。 





1 募集 型 企画 処 約 





この 旅行 は い 、ANA セ ー ル ス 株式 会 社 (以下 、「 当 社 」 と い 


う 。 ) が 旅行 企画 ・ 実 施す る も の で あり 、 こ の 旅行 に 参加 さ 
れる お 客 様 は 当社 と 募集 型 企画 旅行 契約 (以下 旅行 契約 」 
と いう 。) を 締結 する こと に な り ま す 。 旅行 契約 の 内 容 ・ 条 
件 は 、 別 途 お 渡し する 旅行 条件 書 (全文 ) 、 ご 出発 前 に お 渡 
し する 最終 の 旅行 日 程 表 と 称す る 確定 書面 お よび 当社 旅行 
業 約 南 募集 型 企画 衣 行 制約 の 部 に より ます 。 


2 旅行 契約 の お 申し 込み ・ 在 約 の 成立 


① 当 社 ② 旅 行 業法 で 規定 され た 「 受 託 営業 所 」( 以 下 ① ② を 


あわ せ て 「 当 社 ら ] と いう 。) 所 定 の 旅行 申込 書 に 所 定 の 事項 
を 記入 し 、 下記 の 申込 金 を 当 座 えて お 申し 込み くだ さい 。 電話 、 
郵便 、 フ ァ ク シミ リ 、 イ ンタ ーネット お よび その 他 の 通信 手段 
で お 申し 込み の 場合 、 当 社 ら が 予約 の 承諾 の 計 を 通知 し た 日 
の 翌日 か ら 起算 し て 3 日 以内 に 申込 書 の 提出 と 申込 金 の 
お 支払 い を し て いた だ きま す 。 旅行 契約 は 、 当社 ら が 契約 の 
締結 を 承諾 し 、 申 込 金 を 受領 し た と き に 成立 いた し ます 。 


旅行 代金 (お 人様) 申込 金 (お 人様) 
20,000 円 以上 
RE 旅行 代金 まで 





15 万 円 以上 30 万 円満 | 代金 まで 
50,000 円 以上 30 日 目 に あたる 日 以 隆 | ] 0 万 円 以上 1 5 万 円 未満 2 万 円 
30 カ PF 以上 50 罰 未満 | 計 符 代金 まで ' 15H 有 に みた まで | 10 万 円 未満 旅行 代金 の 20% 


50 万 円 以上 | 1O0i9GO 財 F。 


3 お 申し 込み の 条件 


旅行 開始 日 時 点 で 15 歳 未満 の 方 の ご 参加 は 、 保 護 者 の 同行 


を 条件 に いた し ます (た だ し 一 部 の コー ス を 除き ます 。 ) な 
お 、 旅 行 開始 時 点 で 、15 歳 以上 20 歳 未満 の 方 が 単 絢 で 
ご 参加 の 場合 、 親 権 者 の 同意 書 が 必要 で す 。 コ ー ス に より ま 
し て は 、 旅 行 の 安全 か づつ 円 滑 な 実施 の た め に 、 ご 参加 を お 断 
りさ せ て いた だ く か 、 保 護 者 の 同行 な ど を 条件 に させ て いた 
だ く 場 合 が あり ます 。 ま た 、 ご 参加 の 場合 に 、 コ ー ス の 一 部 に 
つい て の 内 容 を 変更 させ て いた だ く 場 合 が あり ます 。 


お か ら だ の 不 自 由 な お 客 様 の 旅行 相談 デス ク 


心身 の 障がい また は アレ ルギー を 含 お 病気 や けが 

の ある お 客 様 の 、 ツ アー 参加 に 関す る ご 相談 を お 伺 

いし て いま す 。 

旅行 参加 に 際 し 介助 を し て いた だ く 方 の 同伴 を お 願 
いす る 場合 も あり ます 。 また 、 右 記 「 お か ら だ の 不 自 
由 な お 客 様 へ 」 を 必ず ご 一 読 く だ さい 。 

取扱 旅行 会 社 の 方 も お 気軽 に ご 相談 くだ さい 





ーー か ら 5 起算 し て さか の j 


ANA ハロ ー 
4 お 支払 い 対 象 


ツア ー 旅 行 条 件 書 (要旨 








1 生 ーーーーーーー ーー 
「 お 支払 い 対象 旅行 代金 」 と は 、 六 広 告 価格 表示 欄 に 「 旅 行 


代金 と し て 表示 し た 金額 」 と 「 追 加代 金 と し て 表示 し た 金額 」 
の 合計 金額 か ら 「 割 引 代 金 と し て 表示 し た 金額 」 を 差し 引 し いい た 
金額 を いい ます 。 こ の 合計 金額 が 「 申 込 金 ] 「 取 消 料 」「 違 約 
料 」「 変 更 補償 人 金 」 の 額 を 算出 する 際 の 基準 に がり ます 。 


5 旅行 契約 の 解除 ・ 払 い 戻し 


お 客 様 は 次 に 定め る 取消 料 を お 支払 いい た だ く こ と に より 、 


いつ で も 旅行 契約 を 解除 する こと が で きま す 。 ピー ク 時 と 
は 、4 月 27 日 5 月 6 日 、7 月 20 日 8 月 31 日 、12 月 20 日 
ー] 月 7 日 を いい ます 。 


取消 料 《 お 一 人 様 ) 


デー ク 時 に 
開始 する 旅行 


旅行 契約 解除 の 日 ピー ク 時 以外 の 





旅行 開始 日 の 前 日 か ら 
起算 し て さか の ぼっ て | 旅行 代金 の 10% 
40 日 目 に あたる 日 以降 (10 方 円 を 上 限 )| 
31 日 目 に あたる 日 まで | 








旅 代金 が 50 万 円 以上 1 0 万 円 
30 万 円 以上 50 万 円 未満 5 万 円 
15 万 円 以上 30 万 円 未満 3 万 円 


旅行 開始 日 の 前 日 か ら 
起算 し て さか の ぼっ て ! 





旅行 開始 日 の 前 日 | 
旅行 代金 の 20% 


ぼっ て 14 日 目 以降 
3 日 目 に あたる 日 まで | 
4 0 


* ご 希望 の 出発 日 と コー スコ ー ド を お 知ら せく だ さい 


0570-086380 


受付 時 間 :9:30-18:00 
(12/31 こ 1/3 を 除く ) 


IP 電話 な どか ら は こち ら へ お か け く だ さい 
(050)3819-9260 


| お か ら だ の 不 自由 な お 客 様 人 


日 に 半 始 する 旅行 












人 様 ) 







旅行 契約 解除 の 日 


旅行 開始 日 の 前 々 日 
お よび 前 日 


旅行 開始 日 当日 


旅行 開始 後 また は 
無 連絡 不参加 


日 程 中 に 3 泊 以 上 の クル ー ズ を 含 お 旅行 で あっ て 、 各 コー ス 
上 に クル ー ズ 約款 を 適用 する 旧記 載 が ある も の は 、 パ ン フ 
レッ ト に 明示 する 取消 料 に より ます 。 


取消 料 ( お 一 









旅行 代金 の 50% 
旅行 代金 の 50% 





旅行 代金 の 100% 





ーー ニーーーー ーー・! デ ェ ーーーーーーー ュ ー 


当社 は 、 別 途 定め る 契約 内 容 の 重要 な 変更 が 生じ た 場合 、 
旅行 代金 に 一 定 の 率 を 乗じ た 変更 補償 金 を お 支払 いし ます 
詳し く は 別途 交付 する 旅行 条件 書 (全文 ) で ご 確認 くだ さい 
7 旅行 条件 ・ 旅 行 代 金 の 基準 。 

この 旅行 条件 は 、2016 年 5 月 1 日 を 基準 に し て いま す 。 ま 
た 、 旅 行 代金 は 2016 年 5 月 1 日 現在 有効 な も の と し て 公 








ーー 示さ れ て いる 航空 運賃 ・ 適 用 規則 、 ま た は 2016 年 5 月 1 


日 現在 国土 交 通 大 臣 に 認 可 申 請 中 の 航空 賃 、 適 用 規則 


を 基準 と し て 算出 し て いま す 。 
8 その 他 


(1) 子供 代金 は 旅行 開始 日 当日 を 基準 に 、 満 2 歳 以上 、 


1 2 歳 未 満 の 方 に 適用 いた し ます 。 
(2) 当社 は いか な る 場合 も 旅行 の 再 実施 は いた し ませ ん 。 
お 申し 込み の 際 に 、 詳 し い 旅 行 条 件 (全文 ) と 個人 情報 
の 取り 扱い を 説明 し た ご 案内 を お 渡し し ます 。 事 前 に ご 
只 認 の 52 お 申し 込み くだ さい 。 


く お 客 様 専 用 ・ お 帰り ダイ ヤル > 
ご 帰国 後 の ご 意見 、 ご 感想 を お 待ち し て いま す 。 





は 


ms み 0570- 039860 


受付 時 間 :10:00-17:00 
( 土 ・ 日 曜 、 祝 日 お よび 12/29~1/3・5/1 を 除く ) 


IP 電話 な どか ら は こち ら へ お か け く だ さい 
(050) 3819-9275 






心身 の 障がい また は アレ ルギー を 含む お 病気 や けが の ある お 客 様 は 、 旅 行 の お 申し 込み の 隊 に その 旨 を お 知ら せく だ さ 
い 。 当 社 は 可能 か つ 合 理 的 な 男 囲 内 で これ に 応じ ます 。 ま た 、 お 伺い し た 内 容 に 応じ て 、 空 港 ・ 機 内 お よび 現地 ご 滞在 
中 に 必要 と 思わ れる 手配 や 注意 事項 を ご 案内 し ます 。 お客様 か ら の お 申し 出 に 基づき 、 当 社 が お 客 様 の た め に 詩 じ た 
特別 な 措置 に 要する 費用 は 、 お 客 様 の ご 負担 に が か り ま す 。 な お 、 旅行 中 現地 係員 や 浅 乗 員 は 、 車 両 乗 隆 の お 手伝い も 
| 含め 介助 は いた し ませ ん の で 旅行 の 安全 か つづ 円 油 な 実施 の た め に 、 介助 を し て いた だ く 方 の 同行 を お 願い する 場合 
も あり ます 。 た だ し 、 同 伴 者 の 状況 や ご 希望 コー ス の 旅行 日 程 内 容 の 状況 に より 、 ご 参加 を お 断り する 場合 も あり ま 
す 。 ま た 、 旅 行 参加 中 旅行 の 継続 に 耐え られ な いと 認め られ る 時 は 旅行 契約 の 解除 を いた し ます 。 


取扱 旅行 会 社 の 方 は 、ANA ハ ロー ツア ー 予 約 案 内 セン ター へ お 問い 合わ せく だ さい 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ は 下記 の ANA ハ ロ 









m み 0570-029011 
受付 時 間 10:00~12:00/13:00-18:00 
(土日 曜 、 祝 日 お よび 12/29 一 1/3・5/1 を 除く ) 
1P 電 話 な どか ら は こち ら へ お か け く だ さい 。 
(050) 3819-9274 
※ 詳 し く は http://www.ana.co.jp/travel/info/assist/ 
を ご 覧 くだ さい 








ー ツ アー 取扱 旅行 会 社 へ どう ぞ 。 (受託 販売 





取扱 旅行 会 社 の 皆様 へ 
⑮ ィ ソ タ ーネット 予約 シス テム 「Web HALCOM」 か ら 24 時 間 い つ で も ご 予約 で きま す 。 


旅行 條 画 ・ 実 施 /AN/A セー ルス 株 式 会 社 


観光 店 長官 登録 旅行 業 第 1656 号 〒103-0027 東京 都 中 央 区 日 本 橋 2-14-1 





AMA 革 ー 請 式 本 記章 柏 計 。。 ョ 1 上 1』 ェ WU 

旅行 業 公正 取引 a 要 2 eg 計 旅行 芋 芝 118 号 ・ う の ラー 
に 7 涼 コ ド 翌 証 倒 見 協 議 昌 員 Py 由 ー e *: ョ ーー 生か ) レ け ナ ーー 4 
本 パン フレ ッ ト の 記載 内 容 の 無断 転載 を 禁じ ます 。 加 還 ) 必 16 ら ー 


この パン フレ ッ ト は 地球 環境 に や ざさ しい 印刷 用 紙 を 使用 し て いま す 。 


Vigit Wurld! SEEEMa 


10450180(02) イィ TrTif/]ー 









総合 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取扱 う 旅行 会 社 ・ 営 業 所 で の 取引 に 関す る 責任 者 で す 。 
この 旅行 契約 に 関し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 ご 遠慮 な く 上 記 の 取扱 管理 者 に お た ず ね くだ さい 


パン フレ ッ ト 識 別 コ ー ド 


WD、6A52 |! 一 0 





